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令和７年第４回天城町議会定例会議事日程（第２号） 

令和７年12月10日（水曜日）午前10時開議 

 

      開議 

○日程第１ 一般質問 

      奥  好生 議員 

      柏木 辰二 議員 

      久田 高志 議員 
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令和７年第４回天城町議会定例会議事日程（第２号の１） 

令和７年12月10日（水曜日） 

 

○追加日程第１ 天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別委

員会委員の辞任について 

 

○追加日程第２ 天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別委

員会委員の辞任について 

 

○追加日程第３ 天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別委

員会委員の辞任について 

 

        散会   
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    ５番  吉 村 元 光        ６番  奥   好 生  
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    ９番  久 田 高 志       １０番  柏 木 辰 二  

   １１番  前 田 芳 作       １２番  柏 井 洋 一  

   １３番  平 山 栄 助       １４番  上 岡 義 茂  
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                    選挙管理委員会書記長 里 山 浩 一  
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△ 開議 午前１０時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 おはようございます。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の会議において、欠席届が農地整備課、柚木洋佐課長より提出され、これを

受理しました。農地整備課長代理に中原智浩課長補佐兼係長が出席となりますので、

これをご報告いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 一般質問 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 議席番号６番、奥好生議員の一般質問を許します。 

○６番（奥 好生議員）   

 議場の皆様、また、ＡＹＴテレビをご覧の町民の皆様、おはようございます。議

席番号６番、奥好生でございます。光陰矢のごとしと申しますが、つい先日新年を

迎えたと思ったのもつかの間、早くも慌ただしい師走を迎えました。本年を振り返

りつつ、来る年が今以上に豊かで活力ある町となるよう皆様と力を合わせて取り組

んでまいりたいと存じます。 

 それでは、議長の許可をいただきましたので、一般質問を行います。 

 １項目め、南部地区振興について。 

 １点目、秋利神キャンパスパークの再整備計画の進捗状況について。 

 ２点目、瀬滝集落前中組地区内町道の危険ブロック塀の安全対策の進捗状況につ

いて。 

 ３点目、瀬滝地区農道舗装（通作条件整備）事業の着工と完了予定について。 

 ２項目め、健全な行財政運営について。 

 １点目、第６次天城町総合振興計画における後期基本計画及び実施計画の策定に

ついて。 

 ２点目、第３次天城町行政改革大綱実施計画の取組状況について。 

 ３点目、島外・県外の会議・イベント等への参加の費用対効果について。 

 ４点目、自主財源の確保について。 



－76－   

 ５点目、三町で組織する一部事務組合の雇用形態について。 

 ６点目、農地転用に関する法改正について。 

 ７点目、総合運動公園内の熱中症対策について。 

 ３項目め、「住んでよかった。くらし満足度ＮＯ．１のまち」を目指す教育行政

について。 

 １点目、教育振興基本計画の修正について。 

 ２点目、小中学校に導入した仮想デスクトップシステムの不具合改善の進捗状況

について。 

 ３点目、天城町育英奨学資金貸与条例施行規則に矛盾点はないか。 

 ４点目、義務教育学校「にしあぎな学園」の教育課程の特徴について。 

 ５点目、学校施設等の環境整備について。 

 ６点目、子供の学力保障・保護者教育の充実・教育行政職員の意識改革について。 

 以上、３項目１６点について、執行部の明確な答弁をお願いいたしまして、１回

目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、奥議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目、南部地区振興について。 

 その１、秋利神キャンパスパークの再整備計画のその進捗状況についてというこ

とでございます。 

 お答えいたします。 

 秋利神キャンパスパークの再整備につきましては、グラウンドゴルフ場を中心と

して、その整備をする予定で、秋利神川より南側の実施計画が完了したところでご

ざいます。 

 グラウンドゴルフ場の芝生の整備につきましては、助成事業がございますので、

今、その準備を進めているところでございます。 

 建築物・工作物等につきましては、令和８年度中に補助事業の活用を含めながら

検討してまいりたいと考えております。 

 南部地区振興について、その２点目、瀬滝集落前中組地区内の道路の危険ブロッ

ク塀の安全対策の進捗状況についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 ご質問のブロック塀は、町道拡張工事の際に町が建築したブロック塀であると推
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察されております。現況は町道側に傾いている状態となっております。 

 現在、地権者３名の方と協議を進めております。中に一部筆界未定地があり、そ

の解決など現状を踏まえながら集落環境整備事業等を活用して、安全対策をしてい

きたいと考えております。 

 南部地区振興について、その３点目、瀬滝地区農道舗装（通作条件整備）事業の

着工と完了予定についてということでございます。 

 土地改良事業県営通作条件整備事業、一般農道整備、樹園地等型でございますが、

その兼久・瀬滝地区の農道整備につきましては、令和４年度に申請をし、令和５年

２月に採択をされました。令和５年度に測量及び設計を行っているところでござい

ます。令和６年度から改良工事を開始しており、令和９年度完了の予定で、現在事

業を進めております。 

 ２項目め、健全な行財政運営についてということで、その１点目、第６次天城町

総合振興計画における後期基本計画及び実施計画の策定についてということでござ

います。 

 お答えいたします。 

 第６次天城町総合振興計画は、令和３年度から令和１２年度までの１０年間計画

ということで、今、策定をされております。 

 令和３年度から令和７年度、今年度までが前期基本計画となっております。その

ため令和８年度から５年間の後期基本計画及び実施計画の策定作業を現在進めてい

るところでございます。 

 課長会で組織します策定委員会、また、有識者等で組織します審議会における審

議を経て、令和７年度の３月末までには策定するという予定で、スケジュールで、

今、作業を進めております。 

 健全な行財政運営について、その２、第３次天城町行政改革大綱実施計画の取組

状況ということでございます。 

 お答えいたします。 

 第３次天城町行政改革大綱の実施計画でございます第３次天城町集中改革プラン

につきましては、年度ごとに、その検証・評価を行い、行政改革の取組を進めるこ

ととなっております。 

 現在、各課におきまして、自己検証・評価しました令和６年度の結果を取りまと

めているところであり、年明けにも、天城町行政改革推進本部会議及び天城町行政

改革推進委員会において審議することといたしております。 

 健全な行財政運営について、その３点目、島外・県外の会議・イベント等への参

加の費用対効果についてということでございます。 
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 お答えいたします。 

 本町では、東京代々木公園で開催されます徳之島観光・物産フェア、また、兵庫

県尼崎市で開催されます徳之島祭りに毎年参加をし、観光ＰＲ、また、特産品の販

路拡大に努めているところであります。 

 また、初の取組といたしまして、横浜八景島シーパラダイス並びにパシフィコ横

浜でのモンベルフレンドフェアにて、観光ＰＲ、物産フェアを行い、天城町を広く

認知していただく機会となりました。継続して行うことで関係人口の拡大につなが

ると手応えを感じたところでございます。 

 また、横浜八景島シーパラダイスには年間１５０万人の入場者がおり、そしてま

た今後もシーパラダイス側から本町と連携して様々な取組を進めていきたいとのお

話もいただいております。引き続き関係性を大事にしていきたいと考えております。 

 健全な行財政運営についての、その４点目、自主財源の確保についてということ

でございます。 

 お答えいたします。 

 本町の自主財源の確保ということにつきましては、行政サービスの制限措置等に

関する条例を履行するとともに、天城町未収金徴収対策会議を開催し、町税、各種

使用料等に関しまして、その前年度の実績を踏まえ、当該年度の目標徴収率を設定

し、それぞれ各課におきまして達成するための取組を実施しているところでござい

ます。 

 また、その効果と課題について検証を行い、必要に応じて個別徴収を実施するほ

か、納税者の利便性向上を目的として、コンビニ収納サービスの実施や休日納税相

談窓口を開設するなどの対策を講じているところでございます。 

 今年度、鹿児島県が発表しました「令和６年度市町村税の決算状況の速報に関す

る調べ」、これは５月の速報値でございますが、におきましては、現年課税分と滞

納繰越分の合計値が９５．１％であり、対前年度比で１．５ポイントの増加となっ

たところでございます。 

 今後も持続可能な財政基盤を築くためにも、町税や使用料、手数料等の自主財源

の確保、また強化に一層取り組んでまいりたいと考えております。 

 健全な行財政運営について、その５、徳之島三町で組織します一部事務組合の雇

用形態についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 徳之島三町で構成する一部事務組合は、３組合ございます。 

 徳之島愛ランド広域連合の雇用形態につきましては、正規職員が７名、会計年度

任用職員が３６名となります。うち、天城町の出身が、正規職員が２名、会計年度
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任用職員が７名となっております。 

 徳之島地区介護保険組合は、正規職員が２名、会計年度任用職員が９名となりま

す。うち、天城町からは正規職員が１名、会計年度任用職員は現在のところおりま

せん。 

 徳之島地区消防組合は、正規職員が５２名、会計年度任用職員が１名となります。

うち、天城町からは、正規職員が１４名、会計年度任用職員はゼロ名、おりません。 

 健全な財政運営について、その６点目、農地転用に関する法改正についてという

ことでございます。 

 お答えいたします。 

 令和７年３月に天城町地域計画が策定され、地域計画内の農地を転用する際には、

その地域計画の変更が必要となりました。 

 農地転用を行う際には、その地域計画の変更に時間を要しますので、農地を転用

する場合には早めにご相談いただければと考えております。 

 ２項目め、健全な行財政運営について、その７、総合運動公園内の熱中症対策に

つきましては、教育長のほうからお答えいたします。 

 ３項目め、「住んでよかった。くらし満足度ＮＯ．１のまち」を目指す教育行政

についてということでございます。 

 この３項目めにつきましても教育長のほうからお答えをさせていただきます。 

 以上、奥議員のご質問にお答えしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育行政の質問に対し答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは、皆様、しぃとぅみぃてぃがめーら、おはようございます。お願いいた

します。 

 それでは、奥議員の質問にお答えしてまいります。 

 まず、２項目めの健全な行財政運営について、その７点目、総合運動公園内の熱

中症対策について。 

 お答えいたします。 

 総合運動公園内の熱中症対策につきましては、新たに令和７年１１月にテニス

コート最寄りトイレに自動販売機を設置いたしました。 

 また、令和３年度に地方創生臨時交付金事業を活用し、総合運動公園野球場本部

に空調設備を整備いたしました。 

 今後も総合運動公園を利用する方々が、安心・安全にご利用できるように水分補

給の促進や熱中症警戒アラート発令時に情報提供などを行い、熱中症対策の環境整
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備に努めて参りたいと思います。 

 続きまして、３項目め、「住んでよかった。くらし満足度ＮＯ．１のまち」を目

指す教育行政について、随時お答えいたします。 

 まず１点目、教育振興基本計画の修正についてお答えいたします。 

 本町の教育振興基本計画は、平成３０年度に作成され、その後、修正がなされ、

令和６年８月から新たな教育振興基本計画で現在進めているところでございます。

また、次回の新たな教育振興基本計画は令和１０年がスタートとなっておりますが、

今後も随時修正できるところは修正しながら、より効果的な教育行政を進めてまい

ります。 

 教育行政についての２点目、小中学校に導入した仮想デスクトップシステムの不

具合改善の進捗状況について。 

 お答えいたします。 

 仮想デスクトップシステムは、端末にデータを残さず情報漏えいリスクを大幅に

低減できる強力なセキュリティ対策です。本町では、小中学校の教育現場及び役場

行政事務にも導入しております。 

 小中学校に導入した仮想デスクトップシステムの不具合について、パソコンの立

ち上がりや動きが遅い、使用中に切断するなどの課題があります。学校現場におい

てパソコンがいつ、どこで、どのような不具合があったかという情報を集約し、そ

の状況を打開するため、導入業者などに原因究明やその対応策を依頼しているとこ

ろでございます。 

 教育委員会といたしましては、教職員の皆さんが安心して教育活動に専念できる

環境整備を一日も早く実現できるよう取り組んでまいります。 

 教育行政についてのその３点目、天城町育英奨学資金貸与条例施行規則に矛盾点

はないか。 

 お答えいたします。 

 ご質問の天城町育英奨学資金貸与条例並びに施行規則を精査いたしましたところ、

適正に運営されていると認識しているところでございます。 

 教育行政について、その４点目、義務教育学校「にしあぎな学園」の教育課程の

特徴について。 

 お答えいたします。 

 令和８年４月にスタートする義務教育学校「にしあぎな学園」は、小学校と中学

校の機能を統合し、小学校と中学校、さらには、分校との垣根を取り除いた新たな

学校づくりを進めてまいります。 

 修業年限は、前期６年、後期３年の「６─３制」です。 
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 「にしあぎな学園」では、義務教育学校に特設できる教育課程としての「あぎな

学」を実施し、地域の歴史や文化を深く学びながら、９年間を通じて郷土を愛し学

ぶ子供を育てていきます。 

 次に、教育行政についての５点目、学校施設等の環境整備についてでございます。 

 お答えいたします。 

 教育委員会では、学校施設の老朽化対策を最重要課題とし、安全性と機能維持を

図るための計画的な環境整備を実施しております。 

 子供たちが安心・安全で快適に学習できる環境を確保するため、引き続き学校と

連携を密にし、優先順位に基づきながら環境整備を計画的に進めてまいります。 

 教育行政の６点目、子供の学力保障・保護者教育の充実・教育行政職員の意識改

革について。 

 お答えいたします。 

 教育委員会といたしましては、全ての子供の学力保障と生きる力の育成を最重点

目標としております。 

 まず、子供の学力保障につきましては、学校との連携を強化し、誰一人取り残さ

ない教育に取り組んでいるところでございます。 

 新たなる仕組みとして、本年度からコミュニティ・スクール、学校運営協議会制

度を導入し、学校運営に保護者や地域住民が参画することで、地域全体で学校を支

え、地域ならではの創意工夫を生かした特色ある学校づくりを進めているところで

ございます。 

 保護者教育の充実につきましては、子育て情報の提供や交流機会の創出など、教

育活動への参画を促し、家庭での学習支援に取り組んでおります。 

 教育行政職員の意識改革につきましては、学校現場や保護者のニーズを正確に把

握し、迅速かつ的確な支援が行えるよう、職員連絡会や日々の語り込み等を活用し

ながら、各職員に指導助言を行っているところでございます。 

 以上、奥議員のご質問にお答えいたしました。 

○６番（奥 好生議員）   

 これから随時質問を再度やっていきますけども、この中に私が調査しました数値

等にもし間違いがあれば、執行部のほうから遠慮なく私のほうに訂正を求めていた

だきたいと思います。 

 それでは、まず１点目、南部地区振興について。 

 その１点目、秋利神キャンパスパークの再整備計画の進捗状況についてでありま

すが、予算の確保のめどについて、建設課長にお尋ねいたします。 

○宮山 浩建設課長   
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 お答えいたします。 

 今、町長がお答えしたとおり秋利神川の南側のほうの実施設計は終わっておりま

して、総額２億５千万程度かかるんではないかという概算設計書が出ております。 

 今、表面の芝生に関しては、ｔｏｔｏであったり、そういう補助、助成事業があ

りますので、これを今から１月、２月をかけて申請準備を進めていきたいなと考え

ておりますが、それ以外の部分につきましては、いわゆる都市公園ではありません

ので、補助事業が今ありませんので、起債か、その他の観光関係の補助事業等を今、

探しているんですが、また来年までかけて探していきたいなと考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 私もちらっと耳にしたんですけど、宝くじを予定しているということなんですけ

ども、スポーツ振興くじ助成金の８年度募集は、令和７年１１月２５日から令和

８年１月１５日までとなっておりますけども、この進捗状況とかはどうなっていま

すか。 

○宮山 浩建設課長   

 今、課のほうで準備を進めておりまして、これを１月の間にスポーツ振興のほう

は申請をしておこうということで進めております。 

○６番（奥 好生議員）   

 この事業につきましては、南部地区はもちろん町民みんなが期待をしている事業

でございますので、しっかりと予算確保して進めていただきたいと思います。 

 ２点目の瀬滝集落前中組地区内町道の危険ブロック塀の安全対策の進捗状況につ

いて。 

 ここ大体長さは５０ｍ前後ぐらいあるんですけども、先週、この道路のブロック、

この傾いたブロック側の上のほうからススキが大分５０ｍぐらい道の上にかぶって

きているという苦情がありましたので、区長と私とほか１名、３名で半日かけてき

れいにしました。 

 集落でできるところはやります。ですから、町においても、集落でできないとこ

ろ、令和５年度からこの要望は集落座談会、むーるし語ろう会で要望しているとこ

ろでございます。地権者のほうも、私も当たって、了解を取って建設課長にも話を

してございますので、早急に予算確保をして、来年度早々は実施できるようにして

いただきたいと思いますけども、建設課長どうでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 議員言われるように、その地権者の方も教えていただいて、私も２名の方にはお

会いしております。１名ちょっとまだ会えてないんですが、来年また集落環境整備

等で予算措置ができればと思っております。むーるし語ろう会のほうでも、この辺
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も通学している児童生徒がいるということで早急にという話もありましたので、事

故があってからでは遅いと思っておりますので、来年予算措置をして取りかかりた

いなと思っております。 

○６番（奥 好生議員）   

 その他の１名につきましては、どこにいるかというのも建設課長には伝えてござ

いますので、年度内には、その方のほうに直接会っていただけますか。配偶者のほ

うからは了解を取っておりますのでよろしくお願いします。 

 続きまして、３点目、瀬滝地区農道舗装（通作条件整備）事業の着工と完了予定

についてでございますが、令和４年度の１２月議会での私の一般質問に対する答弁

をちょっと読んでみたいと思います。 

 「瀬滝・兼久地区につきましては、土地改良事業県営通作条件整備（一般農道整

備樹園地型）という事業で整備してまいります。兼久・瀬滝地区の農道整備につき

ましては、兼久地区が６路線、延長２千８０８ｍ、瀬滝地区が６路線、延長４千

６００ｍを計画しております」、先ほど町長が述べたように「令和５年度着手に向

けて採択申請を行っているところであります。令和５年度に測量及び設計、令和

６年度以降改良工事を開始し、令和９年度完了の予定を目指しております」という

答弁がありました。 

 今、令和５年度から天城町の予算においても、この通作条件整備事業に対して負

担金を支払いをしております。令和５年度３７５万円、令和６年度５６２万５千円、

令和７年度３７５万円、合計１千３１２万５千円が町からも支払われています。ま

た予定しています。 

 こういったことで、やっぱり町も予算を出しております。県に対しても、ぜひ、

瀬滝地区は兼久地区よりも倍近い延長面積があるわけですから、早めにそこら辺を

実施するように、将来課長になる課長補佐のほうでも、しっかり徳之島事務所に行

ってお願いをしてきてもらいたいと思っておりますが、どうでしょうか。 

○中原 智浩農地整備課長補佐兼係長   

 お答えいたします。 

 今、議員が言われるように負担金と数字のほうはそのとおり支出しております。 

 今、質問でもありましたとおり、なぜ、瀬滝地区が兼久地区より遅れているかと

いうことですが、もう一つの事業との絡みがありまして、今、南部ダムから通水し

ている畑地かんがい事業の関係がございます。その分の補修工事と並行して進めて

いきたいような県の意向もありますので、今、このような状況となっています。 

 ただ、言われるように、先に着手できる路線等があれば、また、そちらのほうか

ら着手していただけるように、課のほうとしても県のほうに要望していきたいと思
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います。 

○６番（奥 好生議員）   

 ぜひ、課長補佐のほうで頑張っていただきたいと思います。 

 続きまして、２項目めの健全な行財政運営についての１項目め、第６次天城町総

合振興計画における後期基本計画及び実施計画の策定について、先ほども町長のほ

うからご答弁がございましたが、皆さん、全課長タブレットを持っておられますよ

ね。タブレットには、この総合振興計画とか条例、例規集とか、みんな入っておら

れますでしょうか。総務課長どうですか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今、課長会で持っているタブレットには、その基本計画、いろんな計画について

は入っております。また、例規集につきましてはインターネットを介して検索でき

るということになっております。 

○６番（奥 好生議員）   

 その総合振興計画の基本目標④の（６）住環境の整備の中の公園施設の整備につ

いて、町営住宅団地内公園や地域コミュニティ公園など町民ニーズに対応した公園

整備を進めますと、明るい未来を目指す前向きな文言が載せてあります。しかしな

がら私が南部地区に公園とかを要望しますと、返ってくる答弁は、兼久地区団地内

に造りますとしか答弁は返ってきておりません。 

 地域コミュニティ公園について調べましたんですけども、先ほど建設課長がおっ

しゃいましたけども、社会資本整備総合交付金の都市公園事業では、都市計画区域

外ですので適用できない。それから過去に農村公園というのがありましたけども、

農林水産省、これも最近はない。都市計画区域外に設置される公園についても国の

補助金の対象外ではないということになっています。対象になるのがあるんですけ

ども、特定地区公園。ところがこれも条件が厳しくて、地域の中心地からの距離の

制限がありましてできない。 

 最終的に調べると、一般財団法人の自治総合センターの一般コミュニティ助成事

業、宝くじ事業、これで全国的に遊園地を造っております。あるところでは、集会

所施設の敷地内に滑り台、鉄棒、ブランコを各１基ずつ設置しました。２５０万円。

鹿児島県内でも２５０万円で遊具の整備をされております。 

 あと思いつくのは、県の地域振興事業、２分の１補助事業、こういったのがあり

ます。 

 職員のほうで難儀を覚悟でやるんであれば、農業センター、農業施設とセットで

いろんな交流施設ということで、できる地方創生事業もあるかと思いますけども、
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なかなかそこら辺まで難儀をして覚悟を決めてやる職員がいるかどうかちゅうのも

ありますけども、ぜひ、もうちょっと総務課、企画課あたり、建設課もですけども、

連携を取って、何とかこういったのができないか。集落でも、この宝くじ助成は順

番が回れば要望はできるかもわかりませんけども、行政のほうでもしっかり頑張っ

ていただきたいと思います。 

 また、こういったことを次期総合振興計画、後期計画にも盛り組んでいただきた

いと思います。 

 ２点目、第３次天城町行政改革大綱集中改革プランの講評。 

 まず、この町内には５つの、５つですか、５つの行財政改革に関連する会議があ

りますけども、企画財政課長、分かります。会議、種類５つ。行財政改革推進委員

会、それから改革推進本部、それから行政改革懇談会、行政改革プロジェクトチー

ム、事務改善委員会というのがありますけども、この７年度は何回くらい会議をさ

れたか、ちょっとお尋ねします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 先ほど町長のほうからの答弁でもお答えいたしましたが、年明けには、行政改革

推進委員会、また、本部会ですね、行政改革推進本部会は実施する予定にしており

ます。 

 あとプロジェクト会議等につきましては、今のところは、実施はされておりませ

ん。 

 行政改革懇談会につきましては、ちょっと行政改革推進委員会との業務が同じと

いうこともありまして、１０月に廃止をしたところでございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 それと集中改革プランの講評については、どう考えておられますでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 実はここ３年審議会のほうが開催されておりません。毎年、評価、検証は実施し

ておりますが、その審議会のほうが開催されてない関係上、講評はされてないもの

となっております。 

○６番（奥 好生議員）   

 私ごとなんですが、私の経験から申し上げまして、私もなかなか会合は開かなか

ったです。担当が忙しいということで。ただ、私としては、どうしても当時の町長

の行財政改革という方針がありましたので、いろいろと考えまして、目をつけたの

が電算システムですね。そのとき誰から言われることもなく私は徳之島町と伊仙町

の電算室を見せてもらいました。天城町のような立派なのではありませんでした。
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ただ、機械を置く部屋があっただけでした。予算書を見てみると、予算についても、

天城町は５千万超えているのに、徳之島町、伊仙町は２千５００万程度ぐらいでし

た。 

 結局、中身を調べてみますと、天城町は１企業単独でやっていました。徳之島町、

伊仙町は町村会に加入していました。結局加入すると割り勘ということで費用が落

ちる。そういったことで当時の今の森田町長とか、前の町長とかに決裁をいただい

て、その方向で進めましたけども、行財政改革というのは、こういった形式ばった

ことじゃなくて、やっぱり自分で感じたこと、普段思っていることを徹底的に調べ

上げて、そこで改革ができるものであれば、総務課長、町長に職員から提案をして、

決裁もらうとか、そういう職員提案もいいのかなと思いますけども、総務課長はそ

こら辺どうでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 確かに集中改革プランに伴って、行財政改革というのは本当に日頃から疑問を抱

かないといけないことかなと思っております。 

 今の先ほどからの答弁の中で、事務改善委員会なるものもあるというところでご

ざいました。ちょっと私の記憶では、去年は開かなかったんですけども、事務改善

委員会は２年ほど前は開いた記憶がございますし、また、職員提案の制度もござい

まして、これにつきましては、令和５年度は職員に通知しまして、職員からの提案

をいただいたところでございます。ただ、昨年度は実施をされておりません。 

 そういった中で、日頃から、そういった行財政に係る経費、こういったものにつ

いて見直しを考えるという姿勢は続けていかなきゃいけないというふうに考えてお

ります。 

○６番（奥 好生議員）   

 ぜひ、頑張っていただきたいと思います。 

 ３点目の島外・県外の会議・イベント等への参加の費用対効果についてでござい

ますが、本町から島外・県外への職員の出張やイベント参加には、地理的制約から

相応の旅費、時間的コストがかかります。こういった出張において、参加目的、得

られた成果、町政への還元内容を明確に記録、検証する仕組みは整っているのでし

ょうか。 

 例えば、参加後の報告が単なる出席記録や感想にとどまってないか、また、それ

が町長部局やその他の関係機関でどのように共有、活用されているのか、行って終

わりになっていないか、慣例になっていないか、全ての会議やイベントに出席する

ことが本当に必要でしょうか。出席することに意義があるという発想から、何を持
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ち帰り、どう生かすかという視点への転換が求められているのではないでしょうか。 

 費用対効果の観点から検証する体制についてお伺いいたします。 

 検証する組織等はあるのでしょうか。企画財政課長にお尋ねいたします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 費用対効果について検証するという組織はございません。 

○６番（奥 好生議員）   

 ぜひ、今後とも健全な行財政運営をするに当たっては、こういったことも必要で

はないかと思いますので、ぜひ前向きに検討していただきたいと思いますが、副町

長お考えをお尋ねします。 

○祷 清次郎副町長   

 先ほど来、行財政改革について問われております。 

 これについては、限られた経営資源、予算そして人材、人材については職員でご

ざいますが、これを最大限に生かしながら、事業については効率的かつ効果的に推

進し、町民の福祉の向上に努めながら健全な財政運営を図らなければならないと認

識をしております。 

 そのような中で集中改革プランについても年度ごとに検証をし、次の年度につな

げております。 

 また、今、ご質問の島外・県外へのイベント参加等についてでございますが、こ

れについても帰庁後に情報共有は図っておりますし、町長はじめ私どものところの

ほうでも、その報告に兼ねて、また共有をしながら課題解決に向けて取り組んでい

るところでもございます。 

 しっかりとそういった島外・県外に出かける業務について精査を行いながら、現

在また多くの事業がございますが、全事業総点検というものも行いながら、費用対

効果を含めて事業をマンネリ化して行うのではなく、次の年度について精査を行っ

ているところでございます。 

 先ほど総務課長がお答えいたしましたが、職員提案型制度ございます。 

 令和２年度から、これも職員のほうに通知をしながら、行財政改革については残

念ながら提案はございませんでしたが、その他小さなものからいろいろと職員、会

計年度が考えている思い、また、町の施策に生かせるものなども出てきたりしてお

りますので、今後もそれについては継続的に行ってまいりたいと考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 もう一つ、商工担当部署の課長と農政課長のほうにお願いしたいんですけども、

いろんなイベントに行くときに、行政職員だけでなくて、農家の方、いわゆる商工
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会の方、そういった方もですね、その方も毎年代表者だけじゃなくて、慣例にとら

われず、やる気のある農家の方、商工業の方、そういった方も町長にお願いをして、

旅費を頂いて、行かせるような配慮も必要ではないかと思いますが、どうでしょう

か。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 毎年イベントに参加する際に、やっぱり生産者の方が行って直接説明をしたほう

が相手にも伝わりやすいですし、ですので、来年度の予算には生産者の分の旅費を

計上しているところでございます。 

○森田 弘光町長   

 東京の代々木公園それからまた尼崎等々あるんですけど、今、議員のおっしゃる

ように、やはり私たち行政マンまた関係者が行くのもそれもまた必要ではあるんで

すけども、私は今、関係する課の皆さん方には、ぜひ生産者の方々も一緒に行って

いただきたいと。それは何かというと、自分たちの生産したものが、例えば東京で

すと、東急ストアとか、イオンストアとか、そういう量販店で都会の消費者にどの

ような評価を受けているのか、やはりそういったことをしっかりと検証するという

ことは、次の生産の意欲また改善意欲につながると私は思っています。 

 それで、ややもするとこれまでは、生産者のものを行政が預かって、東京行って、

また、尼崎行って、去年より幾ら多く売れたとか、ちょっと今年は少なかったとか、

そういったことも大事なんだけど、やはり僕は繰り返しになりますけど、直接生産

者がそこで自分たちの作ったものがどのような評価を受けているかということは、

これからの次のステップに私はつながると思っています。そのために、今、上岡課

長がおっしゃったようなことで、ぜひ可能な限りまた議会にまた予算の提案もして

また議決を得ないとそれもできないわけでありますけども、そういった方向でこれ

から進めていきたい。そうしないと次の新しい新たなステップが、何か同じことの

繰り返しのような感じがしていまして、新たなステップが見えてこないんじゃない

かなと私は考えておりまして、令和８年度の中では、そういったことを積極的にや

っていきたいというふうに、今、考えているところであります。 

○６番（奥 好生議員）   

 今、町長がおっしゃったとおり、まさにそのとおりでございますので、関係課長

しっかりと町長と協議をして農業の発展に努めていただきたいと思います。 

 続きまして、４点目の自主財源の確保について。 

 過去７年間の固定資産税と水道使用料の不納欠損処分額について資料提供してい

ただきました。 
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 固定資産税、過去７年間で４千１５６万４千７３９円、水道使用料６７４万５千

１３９円、合わせて４千８３０万９千８７８円となっています。 

 また、令和６年度未納滞納額は、町民税、固定資産税、軽自動車税、ＡＹＴ使用

料、住宅使用料、農地費分担金、水道使用料、全て合わせて１億３千４９３万１千

４４５円となっております。 

 不納欠損処分することも必要かと思います。ただ、私が調べた範囲内では、不納

欠損処分の中に、地方税法第３６７条の「その他特別の事情がある者」が入ってい

ないような気がします。この入ってないものといいますと、病気で１年前後入院し

て仕事がなく収入がなかったとか、仕事がなくなって収入がないとか、町長が認め

る者あるいはそういった組織で認める者についても免除できるという地方税法があ

りますけども、天城町はそれが災害にしか規則が載ってないようでございますので、

ここら辺もう１回、他の自治体等も、ほうも調べて、ここら辺が可能かどうかとい

うのを検討していただきたいんですけども、くらしと税務課長、どうでしょうか。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 今、減免についてのご質問でしたけれども、確かに減免される方、免除される方

につきましては、被災した方、災害に遭った方と生活保護受給者というふうになっ

ております。 

 これにつきましては、また県また他市町村を確認しながら取り組んでいければと

いうふうに思っております。 

○６番（奥 好生議員）   

 もう一つ、水道課長にちょっと質問するか、水道行政についてなんですけども、

昨日水道使用料の料金引上げについてという議論がございましたけども、私は全く

反対ということではありませんが、令和６年度末現在の滞納額が５千６００万円近

くあるわけですので、全庁体制でもう少し滞納額を減らす努力をしていただきたい

と思います。 

 総務課長と副課長に今後の未収金対策について、どのように考えておられるかお

尋ねします。 

○祷 清次郎副町長   

 毎回この本会議の中でも議論なされますが、やはり自主財源の確保は重要な課題

であると感じております。そういった中で、先日水道使用料の議論もなされました

が、それと並行しまして、この滞納徴収に係る強化、そういったものも含めて未収

金徴収対策会議を毎年開いているわけでございます。 

 これについては、庁舎で認識を一つにし、全庁体制で行っていきたいということ
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からでございますが、そういったことから、いろいろな事業を遂行していくために

自主財源の確保に向けてしっかりと取り組んでまいりたいと考えております。考え

ておりますというか、やってまいります。 

○６番（奥 好生議員）   

 私も現役のとき水道課に２年ほどおりました。当時は課長、課長補佐、職員みん

なで、滞納者の自宅へ行って給水停止ということもやりました。今現在そういった

ところはどうでしょうか、やっているんでしょうか。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 給水停止処分に関しましては、令和６年度１件行いました。あと令和７年度はま

だ行っておりません。今、議員のほうからありました夜間徴収、これも課長以下全

職員でやられていたということで、今後、私どもも先輩を見習って行っていきたい

と考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 令和５年度と令和６年度の決算、貸借対照表を見ましたけども、令和５年度より

令和６年度は３百万ほど少なくなっていまして、多分頑張っているからだと思いま

す。 

 ひとつ、こういったことをしてはどうかという提案なんですけども、もし料金を

引き上げるならば、まずその前にほかの自治体がやっている景気悪化や物価高騰へ

の負担軽減策として、６ヶ月から１年ぐらい水道使用料を免除していただきたいと

思いますけども、水道課長どうでしょうか。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えします。 

 今、お隣奄美群島のほうで２市町が議員のおっしゃられる減免対策を行っており

ます。 

 本町でもできないかということで、物資高騰に係る補助金等を活用してというこ

とで検討はいたしました。しかしながら、今、これを半年間するとなると持ち出し

のほうがかなり多くなるということで、ちょっと水道課としては断念した経緯がご

ざいます。 

○森田 弘光町長   

 これ私の考え方なんですけど、今、奥議員から同じように水道使用料を上げると

いうことについては、時期が来ているかなと思っています。ただ、滞納されている

方々への対応をどうするかということなんですね。 

 本当に生活の環境の中で、払いたいけど払えないという方々もいらっしゃるだろ
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うし、また少しちょっとルーズな方もいらっしゃるかもわかりません。 

 やはりそこについては、値上げをしても滞納している方々は痛くもかゆくもない

わけですよね。払わなくても水が来るわけですから。そうするとしっかりと納めて

いる方がばかを見ることがないような、そういった状況は１回つくっておかないと

いけないというふうに私は考えています。そこら辺をどうしっかりと対応していく

かということだと私は考えております。 

 これはまたほかの使用料、分担金、税もそうだと思いますので、そのためには、

これまでは時効の中断というか、今、時効の更新という言葉を使っているようです

けど、やっぱりお伺いして１００円でも取るということは、そこから法律がまた

５年間とか３年間始まるわけですので、こうやって安易な不納欠損をするんじゃな

くて、１００円でも２００円でも頂く。そしてまたそこから５年間またもしくは

３年間というような、が始まりますので、そういった時効の更新、中断という、更

新、そういったものをしっかりとやっていくということは、私は、これは職員の義

務かなと思っていますので、安直な不納欠損は未収金徴収対策会議の中でしっかり

とお伝えしているところです。 

 あとは、これから、今、国が重点、地方自治体が自由に使える交付金ということ

があります。いろんなメニューがあるようですので、今、水道課は考えてないとい

うことでしたけど、そこら辺がまた今回の中で、また考える選択肢、今、奥議員が

６ヶ月と言いましたけど、また３ヶ月でもいいでしょうし、２ヶ月でもいいでしょ

うし、何らかのそういったことも、今度、国が、今、考えている補正予算の中でや

っている。その中ではまた検討の課題かなと思っています。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。１１時１０分より再開をします。 

休憩 午前１０時５９分 

─────────── 

再開 午前１１時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 奥議員。 

○６番（奥 好生議員）   

 先ほど町長からもお話がありましたけども、消滅時効の更新についての事務的な

処理、また水道課長におきましては、町長がおっしゃられました減免関係について、

再度協議をしていただきたいと思います。 

 徴収事務に携わる関係課長の皆さん、大変難儀かと思いますけども、それもやっ
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ぱり乗り越えないとならない使命ですので、ぜひ頑張っていただきたいと思います。 

 続きまして、５点目の３町で組織する一部事務組合の雇用形態についてでござい

ますが、聞くとこによりますと、クリーンセンターが欠員１名、介護保険組合の介

護認定調査員２名なんですけども、各課連携をとって、天城町内で働くこの椅子が

準備されているわけですので、そこら辺については、十分町民への周知、またＩ

ターン、Ｕターンの方たちも、仕事がなくてくる方たちには、こういったものを紹

介するとか、いろんな配慮があると思うんですけども、そこら辺について今後どう

するか、お尋ねしたいと思いますが、総務課長、お願いします。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今、天城町役場で勤務する、募集かけるときには、まずは、ＡＹＴで町内の方々

にそういった雇用求人があるという情報を伝えます。 

 また、今流れ的に、ハローワークというところも使っていただきたいという要請

もありますので、まずは先行してＡＹＴで募集をかけた上で、その後、１週間、

２週間置いて、またハローワークに掲載するという流れになっております。 

 今、一部事務組合の件でございますが、これについても、ちょっと私の記憶が定

かであれば、設立当初とか、それぞれ町の割当人員みたいのがあったような記憶が

ございます。 

 そういう中で、そのまま、もしそういったものがまだ生きていれば、当然、不足

した際には、天城町から何名の雇用をちょっと募集かけてくれないかという話があ

るかと思います。そういったときにも、先ほど申し上げましたような、同じような

ＡＹＴを通じて、まず町民からの募集、応募がないか、そういったところも優先し

て、天城町民が働けるような形態には、持っていきたいと感じてはおります。 

○６番（奥 好生議員）   

 今の話ちょっと若干ずれてるような気がするんですけども、当初決められた約束

事は守っていただかないと、結局クリーンセンターみたいなことにもなりかねませ

んので、働く場所というのは、非常に大事なことであって、人口減対策についても、

もちろんそうだし、いろんなところで、やっぱりハローワークに申し込みするのも

いいんですけども、それはその部署が行くわけであって、ほかの課は分からないわ

けです。そういったところの連携が大事じゃないかということを、私は言ってるわ

けです。 

○福 健吉郎総務課長   

 ちょっと言葉が足りませんでした。お答えします。 

 そういった情報、これまでもあったんですけれども、そういった情報が、その主
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管課のほうからあれば、全庁的に全課に向けて、そういった情報がありますよとい

うのは、今後しっかりと伝えて、そういった希望者がいないかというのは、情報収

集していきたいというふうに考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 せっかくやっぱり取り決めで、働く場所を取り決めてあるわけですので、しっか

り守っていただきたいと思います。 

 続きまして、６点目の農地転用に関する法改正について、町長のほうから答弁し

ていただきましたけど、再度、私のほうからちょっと述べてみたいと思います。 

 農地に住宅、倉庫等を建築する場合には、その農地が農業振興地域の農用地区域

内にある場合は、農政課に農用地からの除外申請を行い、許可を受けて、さらに農

業委員会に、第４条もしくは第５条許可申請を行い、許可を受けてから、住宅等を

建築する流れが、昨年までのやり方でございましたけども、令和５年４月に改正さ

れた農業経営基盤強化促進法により、新たに地域計画を令和７年度３月までに作成

することになり、本町においても、昨年度この地域計画を策定し、今年の３月

２５日には、役場正面掲示板にて公告をされております。内容については、役場

ホームページで閲覧ができます。 

 この地域計画に入っている地域は、農業振興地域の農用地区域とほとんどかぶっ

ているようでございます。このために、今後、農振地域内で、かつ地域計画地内に

住宅等を建てる場合は、まずこの地域計画内から外すための地域計画変更申出が必

要となります。今までよりも一つ手続が増えることになります。 

 このようなことを、天城町広報誌などを活用して、広く町民へ知らせることが、

町民サービスだと思います。 

 また、農業委員会のほうにおいても、令和７年度から農地の貸し借りにも少し変

更がありました。基盤法による貸し借りが廃止となり、バンク法による貸し借りに

変更となりました。このことも併せて町民への周知を、他の自治体同様に、ホーム

ページ等でやるべきと思いますが、どうでしょうか。両課長にお尋ねいたします。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 ただいま奥議員からありましたとおり、地域計画の変更には、各関係機関、農業

委員会、農地中間管理機構、農協、土地改良区へ送付して、意見聴取を行った後に、

また公告期間を設けまして、トータル約２ヶ月ほど地域計画の変更に期間を要しま

す。 

 こういったことも、広く町民の皆様に広報しなければいけないと思いますので、

広報誌等、ＡＹＴ等で広告を広く進めていきたいと思っております。 
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○廻 美沙農業委員会事務局長   

 お答えをいたします。 

 農地に関する手続につきましては、現在広報媒体を作成中でございます。今ご提

言のありました、農地転用の手続の変更についても、併せて広報のほうを行ってま

いりたいと思います。 

○６番（奥 好生議員）   

 続きまして、７点目の総合運動公園内の熱中症対策についてでございますが、先

ほど教育長からのご答弁もございました。 

 健康な行財政運営とは、単に収支の均衡を保つだけでなく、住民の安全、健康を

守り公共施設を持続的に活用できるようにすることも含まれると思います。本町の

総合運動公園は、多くの町民が利用する大切な施設でありますけども、近年の猛暑

により熱中症の危険性が高まり、利用者の安全確保が課題となっています。 

 そこで、暑さ対策として、例えばアルミ製スポーツベンチ、樹木の植栽、ミスト

設備の導入などが考えられます。 

 陸上競技場には立派な観客席がありますが、屋根のほうは何もありません。暑い

ときは誰も利用していません。また、最近でもグラウンドゴルフ大会があって、

１００人前後が集まりますけども、そこに腰かけるのは、南部地区の私含めて三、

四名ぐらいしか利用しません。 

 またイベント広場にも、意味があるのか、ないのかよく分かりませんけども、ベ

ンチはあるけど、屋根のない施設があります。今年老人クラブ連合会主催のペタン

ク大会のときも、日よけとして、７０歳前後の高齢者たちが脚立をもって、その上

に登ってブルーシートを張ったりしてました。 

 ぜひ今後も地球環境の変化により、気温も上昇することが予想されますので、町

民の安全、健康を守るための配慮をお願いしたいと思いますが、建設課長、お気持

ちをお尋ねいたします。 

○宮山 浩建設課長   

 総合運動公園につきましては、建設課の都市公園事業で、補助事業で更新事業を

やりますが、今うちのほうでできる事業としましては、既設の更新事業しかできま

せん。 

 ですので、新規に物をつけたり、そういうことができないので、この辺につきま

しては、また教育委員会の維持補修系で予算を、もし、つけていただいて、やるん

であれば、やっていただけないかというふうには考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 教育委員会に任すというんじゃなくて、教育委員会にそういった担当もいないし、
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１億円かけた遊具は建設課がやったんじゃないですか。屋根のない、日陰のああい

うところの補修は、教育委員会がやるべきなんですか。 

 それと、コンクリートの塊でベンチだけを長く造って、屋根がないところに、あ

あいったところ、どう考えているんですか。 

○宮山 浩建設課長   

 建設課のほうでは、わんぱく広場の周りのベンチみたいなやつですか、今あるも

のについては、補助事業でできます。その上にものを造るとなれば、うちの補助事

業対象外になりますので、別予算立てにする必要があります。それを教育委員会で

するか、うちでするかは、執行部のほうでまた協議をさせていただきたいと思いま

す。 

○６番（奥 好生議員）   

 行政の皆さん、商工水産観光課と建設課にお尋ねしますけども、昨日も観光地に

あずまや建設とかいう話がありました。 

 町民が一番利用する陸上競技場に日陰対策の屋根つきのベンチも、簡易なベンチ

もないということです。町民と観光客、どちらが大事かというとも、問題です、は

っきり言って。 

 補助事業の予算がないからちゅうことで、答弁してもらったら困るわけなんです

よ。町には３５億円から３９億円の交付税が来てます。それをいかに使って、町民

のために、行政サービスをするのかというのは、行政職員の役割だと思いますけど

も、副町長どうですか。 

○祷 清次郎副町長   

 町民の皆様方の利便性、快適性を図るのが私たちの務めであると感じております。 

 今、議論がなされている総合運動公園内の熱中症対策、日陰設置については、補

助事業等、そういったものがなければ、また財源を念出しながら、町で考えていく

べきであると感じておりますし、その辺については、また高齢者の方々からの要望

も私のほうも耳にしております。そういったことも含めながら、町長と検討してい

きたいと考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 やっぱりですね、町長の目指すまちづくりは、ナンバー１のまちづくりです。や

っぱり職員みんなが一丸となって、そういった意識を持って取り組んでいただきた

いと思います。 

 続きまして、３項目め、「住んでよかった。くらし満足度ＮＯ．１のまち」を目

指す教育行政について。 

 １点目の教育振興基本計画の修正についてでございますが、ホームページにも記



－96－   

載されているんですけども、私、以前、これについても質問もしましたけども、教

育振興基本計画の中に２０ヶ所ぐらいの現況のデータが入っていない箇所がござい

ましたけども、それを修正した計画書を私はいただきましたけども、それすらも、

ホームページには載せてないわけなんです。すぐ入れ替えれば済むことです。それ

で修正しましたという文言を入れれば、それで済むことなんですけども、そこら辺

どうですか、課長。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 平成３０年度に作成された振興基本計画を、令和６年８月に修正をして、ホーム

ページ等に載せてありますが、昨年の第４回１２月議会でご質問頂きました。 

 ２６ヶ所のうち１１ヶ所入っていないということで、この部分につきまして検証

いたしました。ここの部分につきましては、生きる力の育成や郷土愛の醸成といっ

た形で、なかなか指標にしにくいということが分かりました。 

 また、つくっている最中にも、学校の先生方のほうから、これは指標としてちょ

っと出せませんというのと、あと５年度以前のデータがちょっと残っていませんと

いう回答がありました。 

 これにつきまして、今現行の教育振興基本計画で進めているわけでございますけ

れども、次回の１０年度の見直しに向けて、来年度中にこの審議会等を、設置をい

たしまして、しっかり精査をしていけたらなと思います。（発言する者多し） 

 修正の数字が取れない指標になっておりますので、ホームページには今載せてお

りません。 

○６番（奥 好生議員）   

 私がもらったやつは、２０ヶ所ほど修正をして朱書きで修正をしたのを頂いてい

るわけです。現状１００％、あるいは現状書いてないところ、令和１０年度は５回

以上と書いて、現年度は何も書いてなかった。それを調べてもらったら、２回とか、

８．８％とか０．６７回とかというのを、朱書きで私に資料を渡しましたでしょ。

資料請求したときに。 

 それをそっくり入れ替えてもらえれば、それが修正になるわけです。言っている

意味が分からないんですか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 失礼いたしました。修正をされている箇所もございますので、早急にホームペー

ジに載せたいと思います。すいませんでした。 

○６番（奥 好生議員）   

 ２点目の小中学校に導入した仮想デスクトップシステムの不具合改善の進捗条件
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について。 

 先ほど、教育長のほうからご答弁ございました。９月１日にも調査中という答弁

でございましたけども、原因は、鹿児島のＭという会社が、県内への導入実績もな

い沖縄業者のシステムを入れたことが原因だということを、私、認識していますが、

それについて認識がありますか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 はい。教育委員会といたしましても認識しております。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 確かに、そのような沖縄の会社のシステムを入れたというところで、ちょっと不

具合が生じているというふうに認識しております。 

○６番（奥 好生議員）   

 あまり細かくは言いませんので、職場に新しいシステムを導入する場合の必ず行

うべき事項というのが、マニュアルであるんです。１点目セキュリティー面の必須

チェック、個人情報保護、外部攻撃への対策、法令遵守。 

 ２点目、これ一番大事です。端末動作チェックの重要性、互換性確認、既存の庁

内端末やネットワーク環境で正常に動作するかを事前にテストしないと、導入後に

業務が止まるリスクがあります。パフォーマンス検証、パフォーマンスとは処理を

実行する能力・性能、処理速度や同時接続数など、業務に耐え得る性能があるかを

確認する必要があります。 

 （３）障害対応、導入後に不具合が発生した場合のサポート体制や復旧手順を事

前に整備しておくことが求められます。 

 こういったマニュアルがあるわけです、そういった手順を踏まえてないから、入

れてから、ああこうだといったって、話にならないです。はっきり言って。 

 電算システムの担当は総務課ですので、総務課長、どうぞ答弁お願いします。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今、その電算全般につきましては、情報戦略室のほうで対処しているところでご

ざいますが、このシステムにつきましては、教育委員会でそのシステム導入につい

ての契約等も行って、また今現在、保守管理も行っております。 

 そういう中で、今、担当が以前、教育委員会にいたということで、それが現状の

契約となっているところでありまして、先ほど、議員がおっしゃるような不具合、

そういったものについて、ちょっといろいろ、我々総務課のほうも一緒になって対

処してきたところでございます。 
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 今、現行のシステムは、令和８年３月、本年度までということのようですので、

誠に申し訳ないんですけど、あと３ヶ月、４ヶ月あるんですけれども、そういう中

でしっかりと、また次期契約に向けての善処は、していきたいというふうに考えて

おります。 

○６番（奥 好生議員）   

 これについて総務課長と教育長、教育委員会総務課、課長でも、各学校回って、

事情説明をお願いできますか。今後の対応を含めて。 

○和田 智磯教委総務課長   

 仮想デスクトップの不具合については、説明をしていきたいと思います。先般学

校のほうに行きまして、業者を連れて確認をしました。Ｗｉ─Ｆｉ環境が１つ、あ

とパソコン自体が４ギガの容量しかなくて、８ギガ以上ないとできないということ

が分かっております。そしてこれに向けては、パソコンの入れ替え等を更新、リー

スになるか、購入になるか分かりませんけども、今後計画していきたいと思います。 

 あと、今一つ解決できたのが、このパソコンの不具合で、Ｓｅｅ－Ｓｍｉｌｅと

いう校務システムソフトがあるんですけれども、ここは設定を入れ替えまして、今

すぐに立ち上がって、すぐ使えるようになっております。 

 また総務課長からも答弁がございましたけれども、今後一緒になりまして、この

検討委員会等を立ち上げて、この沖縄の業者のサポートが３月で終わるということ

で、今後どうしていくかというのも、早急に考えて実施していきたいと思っており

ます。 

○６番（奥 好生議員）   

 仮想デスクトップのシステムを入れたのは、伊仙町が役場町庁舎内に入れてあり

ますので、参考になると思います。あそこは大手の会社のシステムを入れておりま

す。 

 二度とこういった手違いがないように、事前マニュアルをしっかりと把握して、

勉強してください。 

 続きまして、３点目、天城町育英奨学資金貸与条例施行規則に矛盾点はないかと

いうことですけれども、先ほどの町長の答弁では、適正になっているということだ

ったんですけれども、これは総務課長にお尋ねしたほうがいいですか。 

 条例施行規則には、この規則の第２条ですか、違う第５条連帯保証人は２人とし、

そのうち１人は小学生の保護者、いわゆる連帯保証人は２人となっているんですけ

ども、これは条文です。 

 ところが申請する側の様式願出、そこには連帯保証人は保護者だけ、もう一人は

保証人っていうふうになっているんです。 
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 私、これを２年前から言い続けているんですけども、これ連帯保証人と保証人大

した違いはないんですか。総務課長、お尋ねします。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 一般的には、保証人っていうのは、例えば債務に対する返済義務は生じないもの

かと思っております。連帯という言葉がつけば、債務というか、借りたもの、もし

くはそういったものについての、一緒になって返す義務を生じるというふうに、一

般的には認識しております。 

○６番（奥 好生議員）   

 条例規則をつくるときに、条文と違った相手、いわゆる申請者側の様式と、文言

が違っていた場合はどうなるんですか。総務課長、お尋ねします。 

○福 健吉郎総務課長   

 基本的には、条例とか、そういった様式が示されていれば、その示された通りの

申込書なり、申請書になるのが普通でございます。 

 ですので、しっかりとそういったことは、ただしていかないといけないというふ

うに考えます。 

○６番（奥 好生議員）   

 私が思うには、行政職員として最低限のことだと思うんですよ、これは。条例と

様式とは整合性が取れていないとよくないわけです。そこでもう一回、再度検証し

て、間違いただしてください。 

 続きまして、義務教育学校にしあぎな学園の教育課程の特徴についてでございま

すが、教育長からの答弁もございますけども、私の考えちょっと述べてみたいと思

います。 

 にしあぎな小中学校は併設校であります。形式的な変更にとどまる可能性も、な

きにしもあらずです。既に同じ敷地で、施設を共有しているため、義務教育学校化

にしても、目に見える変化が少なく、保護者や地域から何が変わるのか分かりにく

いと受け止められる場合もあります。 

 教育課程の柔軟な区切りとして、義務教育学校では６・３制だけでなく４・３・

２制、あるいは５・４制などの区切りが可能であります。 

 例えば、５年生から一部教科担任制を導入することで、早くに中学校的な学習ス

タイルに慣れる。また中学校教育の早期導入、外国語や理科、数学などを、小学校

高学年から専門的に学ぶことで、進学時の負担を軽減できます。また質の高い教育

が可能となります。 

 また一方、教員組織の一体化、小中の教員が同じ組織に属し、児童生徒の情報を
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共有するため、切れ目のない支援も可能となります。 

 子供たちにとって、デメリットよりもメリットのほうが大きくなるような学校運

営を期待しておりますが、再度教育長の考えをお尋ねします。 

○院田 裕一教育長   

 ありがとうございます。 

 まず初めに、にしあぎなは６・３でいくというようなことで、答弁させていただ

きましたけれども、我々も４・５とか、おっしゃったような、そういう３・３・

２とか、そういうことも十分考えました。 

 考えて、私たちも提案をしたんですけれども、三京の方々が、どうしても分校は

ぜひ今のままで残していただきたい。我々、例えば今、与名間分校のように、４年

ではどうでしょうかっていう話も、そうすると、例えば４・５とかできたんですけ

ども、そういうふうな強い思いが、三京の方々にありましたので、そういう６・

３制とか、４・４・３、これもすごく大切なんですけども、今、議員が後半の部分

でおっしゃった、学校の垣根を、職員の垣根を取り除いてやるとか、今までは、こ

の義務教育学校になると、今までは西阿木名の中学校の先生たちは、分校に行くっ

ていうのはありませんでした。でも今後は、学園になりますので、今度は乗り入れ

っていうか、そこはもう本当に当たり前にあるというようなことがあったりするも

のですから、そういうこともひっくるめて、今まで１年以上かけて、地域の方や保

護者の方々にいろいろ説明をして、そして、ここまで来ているというふうな状況で

すので、今おっしゃったようなことは、学校側とも十分、今後教育課程ですので、

まだスタートしてませんけれども、スタートしながらよりよい、いいほうに教育課

程をしっかりまた、学校と一緒になって進めていければなと思っております。 

 以上でございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 今、教育長のほうから三京分校の話が出ましたけど、たしか、三京分校、複式で

すか、複式だと、やっぱり５年生難しいかも分かりませんけども、難しいところを

何とか知恵を絞って、本校から教員が来て、５年生は、たまに、中学１年の教科を

教えるとか、そのためには小中の免許を持っている方を三京分校に配置する、ある

いは十分余裕を持って本校に勤務させるとか、やっぱり天城町の目標は、ナンバー

ワンのまちづくりです。そのために、やっぱり日本にそういう形がなくても、院田

教育長のほうでそういったのを、まず実験してからでもいいですよ、試しに、実証

して、できるんであれば、教育長のときに、ぜひ積極的に実現をしていただきたい

と思います。 

○院田 裕一教育長   
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 ありがとうございます。 

 今、義務教育学校って、鹿児島県内にもたくさん増えてきてますけども、大きく

鹿児島県内で２つの方法があります。１つは統廃合をして義務教育学校にするパ

ターンと、例えば三島、十島のように、うちもそうなんですけども、今まで小中学

校であったものを１つの義務教育学園にするということです。 

 ただ、町長もよくおっしゃるんですけども、分校があるのは本町だけですので、

今のにしあぎな学園は、分校を持った義務教育学園として、本当に新たな、ほかに

はないパターンですので、今、議員おっしゃったように、先ほど私も申し上げまし

たけども、本校から中学校の免許を持っている方が、今でいる中学校の先生が、分

校に行って５、６年生の、例えば社会をするとか、算数をするとか、そういうこと

は今まで以上にも可能になってくると思いますんで、そこも１つの大きな特色とし

てやっていければなと思っております。ありがとうございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 ぜひ頑張っていただきたいと思います。 

 続きまして、５点目の学校施設等の環境整備についてでございますが、以前もい

ろんな学校関係、質問させていただきましたけども、環境整備なんですけど。運動

会や学期の始まりにあわせて、地域やＰＴＡと連携して環境整備を行っていると思

います。 

 ただ、しかし島の場合は、温度も高い気候的なものもありまして、雑草がすぐ繁

茂します。校舎外や体育館周辺が常に荒れた印象を与えてしまう現状を見てみます

と、こういった学期の始まりとか、行事前の一時的な美化にとどまっていないかと

思うわけなんです。 

 伝統ある公立学校、町内各学校、みんな１００年超えてますよね、創立記念。そ

ういったのを見ますと、やっぱり伝統ある公立学校をつくるために、どのような学

校を思い浮かべるか、門をくぐった瞬間に、この学校は何かが違うと感じさせるよ

うな公立学校、目に見える美しさと、目に見えない文化や空気感が、両方が息づい

ているような学校、そういった学校がやっぱり伝統ある学校じゃないかと思います。 

 そのためにも、もう少し知恵を出し合って、まずは教育行政の職員がリーダーシ

ップを取って、やっぱり町内の学校の環境整備、教育委員会がリーダーシップを取

りますと、役場職員も応援したくなりますし、町民も応援したくなります。 

 そういった教育行政であってほしいと思うんですけど、どうでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 前回というか、前の議会でも、議員のほうからご提言を頂きました。 

 教育行政職員が、つまり教育委員会の職員が、各学校を回って環境整備をしたら
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どうかという話でございますけれども、私としては、やはり学校長を中心とした管

理っていうか、そこはもう本当に、学校現場ではできない大きなものとか、緊急性

のあるものは、もちろん教育委員会が、それはやりますけれども、やはりまずは学

校でしっかりこの環境整備をする。 

 例えば、職員作業とかあります。例えば夏休みにも、そういう大きな作業をして

みようかというふうなシステムもありますので、取りあえずそこでしっかりやって、

そこを私たちが一緒にサポートできるとこは、サポートしていくというところが大

切なんじゃないのかなと、私は思っております。 

 以上でございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 教育長の言うことも、もっともでございますけれども、５０年前から天城小の敷

地は変わってないです。敷地の広さは。生徒数は激減してます。ＰＴＡも少ない。

学校の教員も少ない。そういう中で、学校の教員だけ、あるいは児童生徒だけ、ま

たＰＴＡだけで、きれいにしなさいっていうのは、ちょっと無理が生じるんではな

いかと思います。 

 私は今年、天城中学校に４回、土日行きました。除草剤をまいたり、ビーバーで

草を刈ったり、やっぱりちょっとした、そういった結いの精神があればできるわけ

なんです。 

 そういった気持ちを持って、やっぱり行政に携わっていきたいという考えなんで

すけども、教育長と総務課長どうでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 学校の環境整備につきまして、先ほど教育長のほうから答弁させていただいたと

おりなんですけど、職場を離れまして一般になり、家に帰って一般として、地域学

校協働活動というのがございますので、そういった観点から周囲を巻き込みながら、

学校の環境整備ができていけたらと思います。 

○６番（奥 好生議員）   

 堂々巡りになる議論になっておりますけども、最近でも、天中グラウンドをきれ

いにしましたけども、最近またグラウンドの周辺、草が生え出してきています。見

て分かるでしょう。 

 学校とＰＴＡとか、そういったのは、私最初から言いましたけど、行事の前とか、

運動会前とか、そういうときしかしないんです。 

 伝統ある学校という、理想的な学校というのは、年間を通してきれいな学校にす

れば、子供たちも自然ときれいな気持ちで、勉強も専念できるわけです。そういっ
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たところが欲しいわけなんですけど、そういう考えはないんですか。 

○院田 裕一教育長  

 十分ございます。あります。例えば、ゴールデンウイーク、お盆、正月前とかに

なると、私も学校に環境整備をしっかりするように話もします。 

 そこはなぜかといったら、議員がおっしゃるように、先輩方がやってきて、学校

に入った瞬間、きれいだなと思う、草ぼうぼうの学校だというふうなことでなくて、

やっぱりそんなふうな環境づくりは大切だと思います。 

 もう一つ、やはり環境整備は大人がやるだけじゃないと思います。私見た小さな

学校、本当に今、天城中学校の人数言いましたけども、もっともっと小さな学校に

勤務していたときには、やはり子供たちの力を借りて、一緒に掃除をする。例えば

草払いをしたら、それ集めるのは子供たちと一緒にやるとか、そういうふうなとこ

ろもやはりひとつ愛校心をつくるとか、そういうところにも含めていくと思います

ので、先ほど、和田が地域の力を借りるというか、地域の一員としてやる、もちろ

ん大切です。 

 ですので、やっぱり総合的に子供たち、そして学校、そしてまた地域、そしてま

たそこに教育行政も、役場のＯＢとか、そういう方々が応援をしていただければ、

そういうのありますので、とにかくこういう今日の模様も、学校もちゃんと確認し

ていると思いますので、また管理職の方とも、しっかり話をしながら、いかにした

らそういう伝統ある学校を守っていけるのかというところを、さらにまたしっかり

考えていきたいなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 目標の９０分、時間を超過していますので、簡潔にまとめてください。 

○６番（奥 好生議員）   

 勘違いしてました。私、あそこの時間ばかり見てまして申し訳ないです。 

 それでは、６点目の子供の学力保障、保護者教育の充実、教育行政職員の意識改

革について質問いたします。まとめて質問します。 

 まず、私の考えを述べてみたいと思います。 

 地域の教育力をどう高めるかということを考えたときに、教育は子供、保護者、

行政の三位一体で成り立つと考えます。子供の学力保障、保護者教育、教育行政職

員の意識改革を大きな１つの課題として捉えるべきだと思います。 

 学力保障は、全ての子供は基礎的・基本的な学力を確実に身につけること、その

上で意欲や能力に応じて、さらに伸びる機会を保障することだと思います。 

 また保護者教育につきましては、保護者教育を子育て支援の一環ではなく、教育



－104－   

政策の柱として位置づける必要があると思います。子育て支援と家庭教育の不足を

解消するために、もっとしっかりとした施策を展開していただきたいと思います。

学校と地域行政が連携して、保護者教育を推進する仕組みも、具体的な仕組みも必

要だと思います。 

 また、教育行政職員の意識改革については、教育行政職員の意識改革なくして、

学力保障も保護者教育も進まないという思いでございます。現場との、先ほどの教

育長の答弁、あるいは課長の答弁からも伺えますけども、現場との乖離が大きいよ

うに感じます。学校や保護者の声が十分に反映されていない、行政職員に子供第一、

現場第一の視点を浸透させるためにもう少し協議を開いて、しっかりとした施策を

つくっていただきたいと思います。 

 時間オーバーしたようですので、以上で、私の一般質問を終わりたいと思います。

時間オーバーして、申し訳ありません。ありがとうございました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、奥好生議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号１０番、柏木辰二議員の一般質問を許します。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 通告してある１回目の質問を行います。 

 農政について。 

 １点目、アマミノクロウサギによる農作物被害が増加し、被害地域も拡大してい

るが、現況把握はなされているのか。 

 ２点目、被害に対する今後の課題と対策をどのように考えているのか。 

 町政運営について。 

 前回の第３回定例会で質問したリゾートホテル建設計画に伴う、その後の対応は

どうなっているのか。 

 １項目の農政については、循環型農業につながる質問になります。２項目めの町

政運営については、国防の観点から質問していきます。 

 以上、２項目３点について明確な答弁を求めます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、柏木議員のご質問にお答えいたします。 

 １項目め農政について、その１、アマミノクロウサギによる農作物被害が増加し、

被害地域も拡大しているが、現況把握はどのようになされているかということでご

ざいます。 
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 お答えいたします。 

 農家の方々からもクロウサギの被害相談が増えてきているところでございます。 

 特に当部、三京集落で多く被害が確認されていましたが、各集落の山裾の一帯で

も被害が確認され、一部では集落内まで拡大しているのではないかと認識をしてお

ります。 

 農政について、その２、被害に対する今後の課題と対策をどのように考えている

かっていうことでございます。 

 お答えいたします。 

 アマミノクロウサギは国の特別天然記念物であることから、駆除、捕獲はできま

せん。そのため防護柵・電気柵の設置が有効な対策でございますので、農家の皆さ

ん方への、その資材購入助成等を行っているところでございます。 

 ２項目め、町政運営について、その１、前回第３回定例会でも質問をしたリゾー

トホテル建設計画に伴うその後の対応はどのようになっているかということでござ

います。 

 お答えいたします。 

 リゾートホテル建設計画に係る町有地の払下げにつきましては、現在申請書の提

出はございません。 

 また、当該町有地につきましては、測量業務を行っておりましたが、完了しまし

たので、現況に沿った分筆作業を行うこととしております。 

 町有地の周辺にございます民有地につきましては、現在、地域計画の変更等の手

続がなされているところでございます。 

 以上、柏木議員のご質問にお答えいたしました。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 それでは、１項目めの農政について、アマミノクロウサギによる農作物被害が増

加し、被害地域も拡大しているが、現況把握はなされているかについて、少しこの

状況を詳しく聞きたいと思います。 

 徳之島町の農林水産課によると、被害状況は２３年度が０．１５ha、１６万２千

円、２２年度が０．１５haで１９万６千円ということですね、我が天城町では今現

在、現在というか、その推移、被害状況の推移、どういうふうな調査をされて、そ

の数字が分かれば。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 まず、令和５年度でございます。被害面積が１４０ａ、被害量７万９千８００kg、

被害金額が１８７万５千円。令和６年度ですが、被害面積が１８５ａ、被害量
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１０万９千１５０kg、被害金額が２６８万５千円。いずれもサトウキビの被害とな

っております。 

 こちら共済と各農家からの聞き取りによる面積から割り出した被害額となってい

ます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 確認します。５年度が１４０ａで１８７万か。じゃあ今現在、天城町で把握して

いるこのアマミノクロウサギ、大体想定して何頭ぐらい今現在いると、予想されて

いますか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 これは今現在、環境省のほうで調査に基づいて公表されている数字になりますが、

２０２１年度時点では、結構かなり幅はありますが１千５２５頭から４千７３５頭

ということであります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 私の個人的な見解では、もっともっといるのかなという気がします。 

 ６年前ぐらいに、ある方から話を聞いたときに、そのときは絶滅危惧種で、世界

自然遺産に向けての取組が始まったばかりでしたが、そのときで２００から

４００頭と言われている、公表ではそうだったんですが、既に４千頭ぐらいいるん

じゃないかと、それは徳之島町の山の林道の話です。そういった話もありました。 

 数はいいんですが、今このアマミノクロウサギ、世界自然遺産になりました。そ

のなる前から保護する対策が練られていまして、それによって駆除もできない、天

然記念物アマミノクロウサギ、それがどんどん増えてきたと、そういった事実があ

ると思います。それでその被害の、天城町だけでいいんですが、町長からありまし

たが当部の集落、そこが一番山に近い集落で、当然昔からクロウサギもいましたし、

それがその集落に降りてきて、いろんな被害が、農作物の被害、きびの萌芽だった

り、野菜だったり、そういった被害が出ています。 

 その被害の状況、どの地区、ちょっとポイントで地域を調べてあれば、お願いし

ます。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 どの地区というところまで調べていませんが、町内全体に広がっていまして、与

名間、松原地区の集落にも出没していると伺っております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。１時１０分より再開します。 
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休憩 午後 ０時００分 

─────────── 

再開 午後 １時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 柏木議員。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 被害状況の具体的な中身というか、どういった被害が出ているのか。サトウキビ

だったらどの辺、どれぐらいの面積とか、それが分かりますか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 今、被害額として出ているのがサトウキビでございます。サトウキビは新芽が出

てきたときに新芽を食べられるということで、なかなか見た目で分かりづらい点が

あります。イノシシだと、かじられたというのが一目で分かるんですが、なかなか

全体的な被害状況というのが分かりにくいのが、クロウサギ被害だと認識しており

ます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 各地区ですね、そこからのそういった情報があって、実際に現地に行かれて、ど

ういった状況かというのは調査されてますか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 農家の方から相談があるときに、農家の方と担当者と現地に行って確認をしてお

ります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 サトウキビだけではなくて野菜とかもありますし、最近聞くところによると、キ

ビの萌芽というか、キビの芽だけでなくて、刈り取り前、大きくなったキビの株ま

で食べてるんじゃないかと、根っこですね、そういった被害も見受けられるという

ことですけど、それは把握してますか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 今言ったキビの株芽だとか、あとはサトウキビ、スモモ、パイン、お茶、コー

ヒー、サツマイモ等に被害が出てると確認しております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 またいろいろ聞くとちょっと課長困るので、先に進みますね。私がいろいろとア
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マミノクロウサギの被害とかを考えたときに、調べてみますと、クロウサギの餌で

すね、餌はやはりタケノコだったりとか、山の中にあるものですね。野にはもとも

と、昔はいっぱい餌場があったわけですよ。それが野に下ってる原因じゃないかと

思うんですけども。その辺、保護して２００３年から２０２１年の世界自然遺産登

録になるまでこの１８年かけた中で、もちろん保護したその結果で頭数が増えたと

いうことも事実だと思いますけども、一番、今当部集落は特にそうですけども、野

に下ってきて住宅近くまで来たというその理由は、行政側ではどういうふうに考え

てますか、原因。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 まず第一には、頭数が増えて食べ物が少なくなって下まで下りてきたと考えてお

ります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 そこはちょっと後で聞きますね。結局増えて、今町のほうでは、単独で１００万

円の資材補助が出てます。町長答弁ありました。イノシシは鳥獣被害、国のほうで

の農水省のほうでの事業で出てます。その予算は、天城町では実際使えないわけで

すか。単独ではなくて、もっと。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、イノシシに出ております国の予算は、現在イノシシに特化した予算となっ

ております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ちょっと私の調べでは、そういうふうに勘違いされてる行政、市町村があると。

ですけども、農水省の判断は、イノシシの実際の防護柵、その前に二重にクロウサ

ギ用のネット、そういうのもできるという解釈なんですね。それはここに書いてあ

るんですけど、被害防止計画等作成している市町村を事業要件に対策を支援してる

と。そういうふうに私の調べではあるんですけど、その辺のことはどうでしょう。

確かでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 すみません、クロウサギまでその補助事業が使えるというのは認識しておりませ

んでした。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 １００万円というのはありがたい話なんですけども、実際その１００万円の中身
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を聞きたいんですが、その１００万円全部、今年度どの辺まで使われて、全部使わ

れたのか、残額があるのか、ちょっとお聞きします。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 これまでの実績になりますが、令和５年度が金網柵が１セットで２分の１の補助

になりますが、補助額が２万６千１２５円、アニマルネットが４２セット、補助額

が１２万５千８９５円、令和６年度ですが、アニマルネットが２７セット、補助額

が１１万５千９６０円となっております。今年度に関しては、すみません、今数字

を持ち合わせておりません。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ちょっと質問の仕方が悪かったですかね。町単独で資材補助ですね、これはクロ

ウサギのネットも含まれた１００万なんですか。 

○上岡 久人農政課長   

 今はクロウサギの分のみになります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 今の答弁だと少し残額があるという解釈でいいですね。私が言いたいのは、皆さ

ん資材補助はありがたいんですけども、設置する労力が結構かかると。重さはない

んですけど、畑周囲、山裾の周囲やると。イノシシの柵はこういった事業で、事業

として集落単位だったり、今イノシシ防護柵をやってますよね。ですから、それを

今さっき言った、そういった解釈を農水省のほうがそういう解釈であれば、これが

合っていれば、被害防止計画そういうの等を至急作成して、事業要件に対応できる

ような形を取ったほうがいいと思うんですが、どうでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 早急に中身を確認して、取れるのであれば取りたいと考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 １００万円は何度も言いますが、本当にありがたい補助だと思うんですけど、そ

れが実際自分で施工できる農家がどれだけあるかということが問題なんですよね。

ですから、事業がつけばもっとネットも設置できますし、事業としてもできるんじ

ゃないかと。簡単に言えば集落単位でやる方向だってありますし、個人でやるには

やっぱり限界があると思うんですね。そこを何とか、そこはそこで進めていっても

らいたいなと思います。 

 そして、先ほど私が言った餌場ですね。餌場は、これもちょっとネット上で調べ

たんですけど、アマミノクロウサギの生態というところで、ここでは山地や海岸の
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斜面にあるカシやスダジイからなる常緑広葉樹林とか、高齢樹林の内部や林縁の伐

採跡、ここによく生息してると。つまり伐採跡ですね。 

 何が言いたいかといいますと、今よく山とか、深い山でなくて、皆さん考えれば

分かると思うんですけど、ほとんど伐採が行われてませんよね。例えば轟木の例を

挙げると、轟木の林道から行った、あそこは結構昔からいるとこなんですけども、

それがもっと下に下りてきてる。それはなぜかというと、その伐採した跡の新芽を

食べる。そこにクロウサギが集まってくることだと私は思います。 

 ですから、餌場を、世界自然遺産になったアマミノクロウサギは駆除はできない。

イノシシとは違いますから。それと、そういうことであれば餌場を確保してあげる。

こういった方法はまず必要じゃないかと思うんですけども。それに関連して、例え

ば町有地だったり、町有地がそういう場所がポイント的にあるのか。農政課のほう

で調べられるのか、それが可能なのかちょっとお聞きします。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 山林付近の町有地は財産に登録されておりますので、調べることは可能だと思い

ます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 聞くところによると、国定公園のところも許可が出れば２haぐらいまで伐採がで

きるという話も聞いたことがありますので、その辺も調べられて、ぜひ町有地でそ

のポイント、各、与名間から全集落というか、その地区にクロウサギが入り込んで

いるというのであれば、そのアニマルネット、それはやりながらやって、もっと今

出てきてるクロウサギを減らすためにはどうするかと考えたときに、その山裾の、

まずは町有林、スポット的に餌場をつくってあげる、伐採して。そこにクロウサギ

が集まる。下に下りてこないように、餌場があればそこに生息するわけですから、

そういった方向が私は被害を減らす手段だと思いますけども。 

 その伐採は、なかなか簡単に普通の人じゃ切れないじゃないですか。ですから、

これが集落単位で、先ほど集落単位でやるのか、事業としてやるのか。例えば木材、

天城町に唯一１つありますよね、徳之島の中で。その事業者の方にやってもらうと

か。事業者の方は、今のところは自社でそういう場所を探して、買い取って、その

木をチップにして牛の敷料に使ってるわけですよ。だから、そういった敷料に使え

る、回ってきますよね、循環して。そこが、今最初で冒頭で言いました循環型農業

にもつながるということですよ。そこで牛舎で敷料にした堆肥がまた畑に返ると。

キビとかいろんな作物がよく育つと。そこでクロウサギに食べられたら、ちょっと

また戻ってきますけどね。でも、それを減らすためには、そういった方向も考えて



－111－   

いけます。 

 例えば、民間の企業だったり、個人で買収をしてやってる。そこにも何か方策考

えてそういった補助なり、そういったことはできないのか。ちょっとその判断をお

願いします。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 ただいまいただいたご提案、すばらしいと思います。循環型でそういうふうに国

定公園内の伐採も環境省と確認を取りながら、もしできるのであれば、いい循環型

の農業につながっていくものと思います。 

 １つ例というか、今やってる例を挙げますと、ススキとかセンネンボクもクロウ

サギが好んで食べると言われております。一部農家ではありますが、それを利用し

て誘引植物を植えて、そこにクロウサギを誘導するだとか、畑の境界線などに植え

ますと、入る前にそこで食べるという対策も取られてると聞いております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 今課長が言われたように、そういったこともありますね。それも大事です。そう

いった被害が多くなったと。そういったことから、２０２５年の３月にアマミノク

ロウサギ対策会議というのが持たれて、こういう冊子もネットで取れば自分で入手

できますけども、冊子もあると思いますが。これを見る限り、結局入らないように

するだけの対策なんですよ。農水省の推奨してる被害対策案も、入らないようにす

るための方策ですね。それしかここに書いてないです。だから、もっと先を、根本

はどこなのかと。そこに視点を置いてやっていただければ、かなりの野に下りてく

る頭数は減るものと思います。 

 クロウサギは１年に２産の春秋２産で一産一子というふうに書いています。そう

いったことでどんどん増えていくわけですし、寿命は１５年ぐらいですかね。１頭

当たりの平均寿命１５年じゃないかというのは、調べではなってるらしいです。そ

ういったことも含めて。 

 あと、また話戻りますが、アニマルネットとかその防止柵、防止網。ここも今の

イノシシ、ここに書いてあるようにイノシシ対策、このマニュアルに書いてますけ

ども、イノシシ防護ネット、防護柵、真っ直ぐだと１．５ｍの高さははい上ると書

いてますね、マニュアルに。そこの網をくぐって来れると。イノシシの網であれば、

防護柵であれば。そこに手前に二重にネットするなり、網目を縦網にするとか、そ

うすればよじ登ることはできない。それで１．５ｍ過ぎたときに返しをつけるとか、

上のほうを緩くしとけば、そこに斜めに倒れますから、クロウサギがそこを登れな

いとか、そういうふうなこともここに書いてます。これはあくまでも柵があっての



－112－   

話ですね。ということで、今、農政課長のほうはそういう答弁をいただきましたけ

ど、もっと上の町長の見解をお伺いします。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 今議論の中で、私たち農家の側からどうやって防止するかというところでありま

して、これは新聞報道でありますけども、このような報道が出ております。自治体

からは国の補助で既にイノシシの防護柵を実施しているため、その防護柵の耐用年

数期限がまだ過ぎてないので、新たな整備は難しいんではないかというのが地元の

自治体の認識であったと。こういった状況を農水省のほうに訴えたところ、農水省

はまずは被害防止柵が実施されてない場所を優先する立場であるが、その上でクロ

ウサギ用の新たな防止柵整備については、イノシシ用の耐用年数、金網は１４年と

書いてありますね。耐用年数を過ぎてなくても、柵を二重にしても構わないという

見解であるということが報道されております。 

 私たち農政課のほうが、県のほうにこのようなことをまだお尋ねしてないんでは

ないかと思っておりますので、こういったことを確認しながら、まずはイノシシの

防護柵はほぼ町内全域に網羅されていると思いますので、その中で年次的にこのク

ロウサギの対策もしていくことが大事かなと思っております。これについては進め

ていきたいと。県と確認しながら事業を進めることができればというふうに考えて

いるところであります。 

 あと、餌場をつくるということについては、いろんなハードルがあるかなと思っ

ております。国定公園の中ですとか、また、その餌場をつくることによって、そこ

にクロウサギがある程度集中すると、言わば野猫とか野犬とかのいわゆる標的とい

うか、そういったことを私たち人為的に呼び起こさないだろうかとか。ちょっとい

ろんなそういった心配もございますので、そこについてはしっかりとまた関係する

部署、また国・県とも協議しながら、そうやってできるだけ農家の被害を少なくす

るための方策については、両面から取っていくということが、これから大事かなと

思っておりますので、そのような観点から、町としても対策を進めることができれ

ばと思っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ぜひ徳之島が世界自然遺産に評価されてる理由というのが、生物の多様性だとか、

あとは固有種、希少種の宝庫、アマミノクロウサギだったり、トクノシマトゲネズ

ミ、オビトカゲモドキとか、絶滅危惧種や固有種が多数生息していたからとか、人

間と自然の共生ですね。そういったことが高く評価されて、徳之島の場合は世界自

然遺産に登録できたという流れがありますので、ぜひその辺は進めていただきたい
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のと。 

 もう一点、とにかくまず伐採をスポット的に、大きさはいきなり大きなことを考

えずに、そのポイント、ポイントでまず実験的でもいいですから、そういった場所

をつくって、それが町長が今言われたように、それが実験場所であって、そういっ

たこともやっていきながら、それをもっと国にこういった方法があるんだよと、そ

ういう結果が出せれば、そういったこともまた県・国なりにそういう事例を挙げて、

そういった予算がもらえるような、そういった展開に持っていけるように、私はそ

こをしてほしいなと思います。ぜひそういうことを伝えたいんですが、課長、その

辺ができる可能性があるか、再度お願いします。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 国定公園内ということですので、関係機関と綿密に打合せをして、できるようで

あれば早急に進めていきたいと思います。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 それでは、クロウサギの件はここで一応終わりまして、２項目めの町政運営につ

いてですね。第３回定例会で質問したリゾートホテル建設計画に伴うその後の対応

ですが、先ほど町長から、既に地積は終わってると。あとは民有地の配分をすると。

地域計画変更みたいなことを今手続を進めて、上がっているという話なんで、それ

はちょっと先に置いといて、今回、この質問を上げる前に少し気になるとこがあり

まして、資料請求も取りましたが、私は３月定例会でもこの案件に関しては、町執

行部側のこれに対する考え方ですね、全然考え方が違ってまして、私はあそこの土

地は、とにかく今国防だったり、実際に中国の調査船が９月から１０月にかけて奄

美沖と徳之島沖に実際来てますね。今最近の事例でいくと、１２月７日からいつに

かけですか、今度は空母と駆逐船ですかね、これが３隻、合計４隻の船が沖縄本島

と宮古島の間を通過して、そこを東のほうに抜けて、今、喜界島の１９０km沖です

かね、そこまで進出というか、実際に事例があります。その船から空母から合計

１００機ぐらいの戦闘機が訓練というかな、そういうのをやられています。 

 これを受けて、なおさら私は、南西諸島の徳之島は、やはり軍事的にも国防の意

味でも大事なポイントだと、なおさらそういうふうに考えたんですけど、まずそこ

を最初に、町執行部の今の事例を受けての状況ですね、これに対してどういった考

えをお持ちなのかお聞きします。 

○祷 清次郎副町長   

 議員からお話があった国防の問題については、大変重要な課題であると、問題で

あると認識を同じにしております。 
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○１０番（柏木 辰二議員）   

 議長、ちょっとさっきの件に戻って、少し言い忘れたことがあるんで、いいです

か、さっきの１項目の。 

 すみませんね、豊かなふるさと寄附金ですね、これについて資料請求したその理

由というか、そこをちょっと言うのを忘れてまして、結局、クロウサギの対策、そ

れにふるさと納税の部分が使える部分はないかということです。そこをちょっと確

認したくて。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 ふるさと納税を活用したクロウサギの食害対策というものについては、ふるさと

納税を活用してクラウドファンディングというのもございます。そういったものも

ありますし、また今ある充当事業でも地域の活性につながるということで、利用、

活用はできると考えております。 

 今現在、ちょっと話が変わってしまうんですけども、今クラウドファンディング

というのを天城町では２つ実施しております。一つが、われんきゃグローバル、海

外派遣、あと沖縄派遣に係る分のクラウドファンディングをしております。それ終

わったのかな、終わったかも分かりません。もう一つが、当部のほうでクロウサギ

と集落、観光客が共生できるようなことということで、今年度クラウドファンディ

ングをして、そのお金を基にして来年度そういった活動をしていきたいということ

で、今２つのクラウドファンディングをしておりますので、もし食害に関しても、

農政課のほうからそういった提案があれば可能かと思っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 すみません、戻りまして、ちょっとこんがらかせてしまいました。結局、われん

きゃファーム、クラウドファンディングもそうですね。余談になりますけど、先日、

沖縄のほうに総務文教厚生委員会で所管事務で視察行ったところが、そのわれんき

ゃファームに係るのかな、沖縄のまちなか留学とかのほうに行かれてますね。修学

旅行ではまた別だと思いますけど、行かれてます。それの全く沖縄のとおりにはい

かないんですけど、それを応用して、例えば当部だったら癒やしの里づくりとかあ

りますから、そういったものに来る。都会に住んでる子供とか大人でもいいんです

けど、そういう人たちが来る。自然と共生してるところを見れる。そういうことも

そこで可能になってくるわけですけども。これはあれとは全く別ですけども、余談

になりますけど、そこも伝えたかったですね。 

 すみません、もう一回、２項目めに戻ります。副町長も国防に関しては、やはり

同じような考えだと認識します。 
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 そして、ちょっと順番が少しおかしくなりますけども。今回この質問を考えたと

き、その前ですね、ちょっと気になる点がありまして、水道課のほうから水道の件

で資料請求しました。それはなぜかというと、今その現在地に、含めたリゾートホ

テル開発に伴うその地に水道が引かれてるんですね。これが令和３年の３月３０日

に申込書があって、引かれてます。その引込み場所も資料請求もいただきましたけ

ども、この引き込んだ元は、年数でいけばちょっと私も記憶ないんですけど、何年

当時にそのパイプが元になる給水パイプが引かれて、その目的、どういった目的で

その水道がパイプが引かれたか。課長、答弁お願いします。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 水道メーターの番号の前後で確認させていただきましたところ、ちょうど申請が

あった頃に上からちょうど農業センターから来て高釣に抜ける、あそこまで本管が

ありますので、そこから下のほうに２０mmで取ってあるというふうに伺っておりま

す。 

 失礼いたしました。その当時は仮設的な、前所有者が売買するに当たって、購入

する側が水道を引いてほしいという要望があって引いたというふうに伺っておりま

す。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 課長、それ次の答弁ですよ。今の答えは、その元、引き込んだ元の本管、本管じ

ゃなくて、多分５０mmかそれぐらいだと思うんです。そこから引き込んだ水道パイ

プは、どういった目的でそこに工事として入れたんでしょうかという話です。 

○西松 清仁水道課長   

 これは町として引き込んだ工事ではなくて、そちらの土地に引き込みたい。聞い

てる話では……（発言する者多し） 

 大変失礼いたしました。そのもともとの本管は、そちらエリア、その地区に住宅

もありますので、そこまでということで引っ張ってあって、その先には住宅等がな

かったものですから、その当時は、そこで止めてあります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 課長、答弁が全然なってませんね。そこで止めてください。結局水圧がなかった

から、あれは工事をしたんですね。私が言いたいのは、結局、私はここの水圧の問

題、ずっと取り上げてますね。水の濁りと一緒に並行して。水圧がなかったから、

あのパイプは策をどうしたらいいかとか、どういった方策があるかとか、対策のた

めに引いてます。現在、今、単独で少し小規模な工事でまたそのパイプも引かれて

ますよね。そのもっと農道側のちょっと入り組んだとこも水圧を上げるために、去
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年ですかね、前年度やってますよね、その工事の仕事も。そのためのパイプだった

んじゃないですかってことです。 

○西松 清仁水道課長   

 大変失礼いたしました。今私のほうで、当時引っ張ったとき、水圧が弱いからそ

こで止めたというふうな認識はなくて、最終エンドといいますか、そこが地区内水

道使用するであろう最終というふうな認識であります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 課長、今その当時の課長でもないので、あんまり厳しくは言えないかもしれませ

んけど、あの当時、その県道を、旧県道ですよ、今町道。そこの町道を横断してま

でパイプをそこに引いた。なぜ引いたんだという問題もあったんですよ。そこで水

圧がないからそこを止めましたちゅうことではないわけです。それは課長を責める

わけじゃないですから。あそこは横断してその先までパイプを引いた、何でかとい

うことまで議会でも取り上げたんですよ、ある議員がね。そういった件もあります。

いずれは、そのときにそのパイプは、町営住宅がありますね、そして農業センター、

あそこの水圧がもっとひどいから、そことつなげてパイプを全つなげて圧上げよう

かなと、そういう案もありました。片方では、片方の上のほうの個人は、そういっ

たパイプから自分のとこに引いてます。 

 何が言いたいかというと、水圧がない水道パイプ、本管５０mmとしても、５０mm

ですよね、何mmか分かりません、後で調べてくださいね。そこから、まだ何もされ

てない、何も物も造られてない、そこに令和３年ですよ。これは前回の時系列でい

けば、バーベキューですね、８月１７日に行われたその以前の話、２年前の話です

ね。先ほどさきに課長が答弁した、もう一回、再度確認、そのいきさつ、再度そこ

をお願いします。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 申請が上がってきて引っ張ったときには、売買をするに当たり、前所有者に対し

て、購入される方から水道を引っ張ってほしいという要望があって引っ張ったとい

うふうに聞いております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 この水道引込みは、ほとんど、条例ではしっかり申込みをして申請をして、工事

申込書をして、許可が下りたら引くということになってまして、ほとんど、昔はこ

んなことも知らずに皆引いてたと思いますよ。だけど、ここは違うんですね。そう

いった目的で引っ張ったところで、そこから許可出した。そこがちょっと問題だと

思うんですけども。条例では、町長が承認しなきゃいけないとあるんですね。様式
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は今これを使われてるんでしょうけど、課長止まりですね。受付印がありますけど。

これは、その当時の総務課長は副町長だと思うんですけど、その当時の副町長は、

そういった事実ちゃんと報告受けて、これを承知してるわけですか。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。 

休憩 午後 １時４７分 

─────────── 

再開 午後 １時４９分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 祷副町長。 

○祷 清次郎副町長   

 先ほどご質問のありましたその地区の給水工事申込書、私もこの議会前に拝見し

ましたが、当時、総務課長としては承知しておりません。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 結局、ここはあまり強く言うとこじゃないですよ。でも、こういった書類が存在

していて、そこに、簡単に言えば不備があるわけですよ。条例との不一致があるわ

けですよ。だから、その辺もしっかり見直さないと、結局簡単な解釈でいけば、そ

の当時の課長、聞けば分かるんでしょうけど、どうしてそこに許可して、総務課長

が承知してないのにそこに許可したんだということになりますからね。 

 それで、結局その用途区分ですね、使用者に用途区分があるんですけど、用途区

分は、先ほど課長が答弁された、前所有者に、次購入される方がそこに水道パイプ

を引いてほしいと。そのための申込書だということですね。でも、その用途区分は

何になるんですか、そのときに。書いてないんだけど、細かくなりますが、そこを

ちょっと確認しますよ。 

○西松 清仁水道課長   

 大変申し訳ございません。私のほうでは、そちらはちょっと今承知しておりませ

ん。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 それは当然だと思います。そういうことで、全く私が最終この水道の引込みに対

して何が言いたいかと。分かりましたね、今で、分かりますよね、皆さん。水圧が

ないところに入れたパイプから、まだ何も造られてないところに水道パイプを許可

する。水って皆さん分かります。低いとこに引かれてくるんですよ。常識で分かり

ますよね。今どういうふうになってるんですか。メーターもついてるんですけど、
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メーターは今どういったふうになってます。 

○西松 清仁水道課長   

 メーターのほうは設置されております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 前所有者、買われた業者、今また違うとこに２者が入ってるんですけども、その

基本料金って、水道を使っても使わなくても水道料金発生するわけですよ。水道課

ではどういった今管理されてますか。どうなってます。 

○西松 清仁水道課長   

 水道課のほうでは、ただいま開栓された状態でないとなっております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 課長に言う問題じゃないかもしれませんが、今課長だから言いますよ。引き込み

ました。もちろんこれは承知してなければ、総務課長も承知してない、町長ももち

ろん承知してないでしょう。そういったとこにパイプを引きました。これは撤去し

なきゃいけないパイプじゃないですか、もちろんね。そこに引き込んだのに、使用

してない。１回目の基本料金が発生するわけですよ、細かく言えば、９００円ぐら

いですかね。その状況はどうですか。上げたときにちょっと調べてると思うんです

けど、どうでしょう。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 水道の使用開始に当たっては、給水条例に基づき開栓の届出が必要であります。

しかし、届出がなかった場合であっても、実際に水道を使用した事実が確認できれ

ば、規定に基づき水道料金を請求することとしておりますということになっており

ますので、適正な使用料の徴収を図ってまいりたいと考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 課長、そういうふうにしか答弁できないんでしょうけど、ぜひ後で確認されてく

ださいね。もしそれが後日でも資料としていただければありがたいです。 

 結局、町長に今度お伺いしますけど、全ての町のこういった許可は、最終的には

町長にあると思うんですよ。総務課長も承知してない。そういうところにそのパイ

プが、この地に前もって引かれてる。使用もされてない。そういったことから考え

ると、町長にはそれを止める権利というかな、それもうたわれてますけど、これは

どのようにお考えですかね。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 １つだけ一般的なこととして説明させていただきます。町の仕事は、全て町長が
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仕事をしていくということになるわけでありますけれども、そこには権限委譲とい

うのがありまして、例えば総務課長にはここまで、例えば伝票でしたら何万円まで

の決裁は主管課長でお願いしますと。そして、何十万円以下は副町長まででという

ようないろんな権限委譲をしております。そういう中でいろんな事務の委任もして

おりますので、それぞれ各新しいところから水道を引きたいといった場合には、そ

れはちょっとまだ最終的な確認をしてないんですけども、そういう権限委譲の中で

水道課長の専決事項として捉えているのかなというのが、今、私が質疑を聞きなが

らやってきたところであります。 

 そういう中から手続をして、主管課長が決裁をしてやっているということであり

ますので、それを直ちに違法だからということには、もう少し深い精査が必要かな

というふうに、今議論を聞きながら考えているとこです。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ぜひその精査はしっかりやってください。また、その結果も水道課のほうから報

告をいただきたいと思います。 

 結局、この件は本当に私はおかしいと思ってますし、こういったことが起きると、

なおさら３月定例会以降、あのときからまた私の不信感というか、まだ納得できな

い部分もいっぱいあります。 

 それで、まず皆さん、前回３回定例会ということで事前に言ってますので、私の

この議事録ですね、私の質問に対しての答弁、その中で改めて私が少し確認をした

いとこがありますので、そこを聞いていきたいと思います。 

 前後するかもしれませんが、まず３月１８日、１９日にかけて、リゾート会社の

ほうから執行部と我々議会に２日に分けて説明がありました。その執行部側のメン

バーはどういったメンバーだったんでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 令和７年３月１８日、本庁の庁議室で説明会が行われました。執行部側からは町

長、私、総務課長、失礼いたしました、総務課長は欠席ですね、建設課長、商工水

産観光課長、水道課長、企画財政課長だったと思います。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 分かりました。そのときに、その１９日の次の日に議会側に説明がありました。

その中で水道の件は水道は大丈夫なんですかと、圧の件で、あの辺は水圧がないと

いうことで質問したときに、そこに既にパイプは引かれてる事実も知りませんでし

たし、その前から引かれてるわけですけど、引かれてました。実際そのときの、私

が聞いたと思います、その答えは、その場では聞いてないかもしれませんけど、聞

いたときに、水圧は問題ないと。夜中、集落が使わない時間帯に大きなタンクにた



－120－   

めて、それを使うことにするから問題ないということを聞いたんですね。それ自体

も全くおかしな話ですね。水圧に関係ないわけがない。そういったことを平気でや

ってるという、これも不信の一つです。 

 そして、もう一点。あのときにもう一ヶ所、民有地のホテル建つ側のその敷地、

もう一つ言わせてください。深入りします。３回の前回の議会では、そこの用地は

そこの用地で、以前、自衛隊、どの部隊か分かりませんけども、沖に船を止めてそ

こから海に飛び込んで、そこから泳いできてその崖を登ったと。そういう事実を私

は聞いてます。そして、そこに不発弾処理の現場、使ったことはないけども、そこ

を私はちょっと言い間違えたかもしれない。使ったことはないけども、自衛隊の不

発弾が出たときに、自衛隊が、防衛省と言いましょうかね、防衛省がそこの土地を

使わせてくださいと、そういう話もあったらしいです。それはそういった契約だっ

たのか分かりませんが、そういう話ができてたらしいです。 

 前回、そのときに町長もそれを知らなかった。総務課長は私は全く知らなかった

という答弁だったんですけど、その後、これが本当にあったかというのは確認をさ

れてますかね。そこをちょっと聞きますね。 

○福 健吉郎総務課長   

 申し訳ございません、確認はしておりません。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 前回の質問の中で、訓練が秋利神のほうであったという話で、こちらのほうとし

ては確認不足でありました。令和５年になりますが、１１月７日にあそこの３ヶ所

で、天望閣ですか、そこ辺りと、もうちょっと海側と、あと秋利神の浜のほうで

３ヶ所で観測訓練を実施しております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 観測ということは測量ですか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 訓練であります中身につきましては、訓練の概要といたしましては、徳之島の西

側海岸を監視班が観測し、その結果を隊本部に通信器材で伝達するといった訓練で

ございました。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 すみません、あんまり深く聞きませんね。防衛上いろいろあると思うんで。です

けども、そういった事実、間違いなくありますから、そういったことは、やはり本

当に知らなければ、確認できるのが町長だったり。ですから、確認してくださいよ。
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そして、そういう場所であれば、３回の定例会に話戻しますけども、そういった場

所であれば、あそこは重要なポイントだと気づくはずですよ、そういう話が来たと

きに。そういうことを私は前回言ったつもりですけども。 

 今この土地が、前回定例会で町有地の問題がありまして、もう１ヶ所町有地があ

って、そこは全測量かけてちゃんとやりますと、総務課長もそういう答弁してます

し、副町長もそこはしっかりと全測量かけてやりますというふうに答弁もらってま

す。それがさっきの１回目の答弁で聞いたあれですか。そこの辺、ちょっと詳しく。 

○森田 弘光町長   

 今、柏木議員から、何ていうんですかね、今、瀬滝地区といいますか、そこで不

発弾処理をするといううわさがあって、そこについて、ちょっと私また申し訳ない

んですけど、そういった記憶がないんですけども。これまではずっと、不発弾が出

てきた場合は、西阿木名の下のコーラルの現場のほうで、これまではずっと実施を

してきたというふうに認識をしております。そして、その後、その不発弾が出たと

きに、これをどこでどうやって処理しましょうかというところの中で、いろいろと

町とお話があったというとこについては、私のこれは記憶の問題ですので、記憶が

ございません。そこで今議論になっておりますそこの場所が、不発弾処理の場所と

して使いたいという自衛隊からの申出があったということについては、認識をして

ないところであります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。２時１５分より再開します。 

休憩 午後 ２時０４分 

─────────── 

再開 午後 ２時１５分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 柏木議員。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 あれ、どこで終わったか、忘れましたね。すみません。町長の答弁で、ちょっと

飛んでしまいました。そこは、間違いなくそういった事実はありましたと、私の前

回の質問を自分で肯定して終わりますね。 

 それで、この町有地、副町長も町長も、しっかり隣接する町有地も全部含めた測

量をして、それからそういった手続、そのまた次に、段階に進みますという話だっ

たんですけど、その状況を少し詳しく説明してください。 

○福 健吉郎総務課長   
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 お答えいたします。 

 前回その払下げがあったときのその当該用地、地番で言いますと、１４９４の

３９、この町有地につきましては、そのとき、９月時点でも測量を入れていますと

いう話をしたところでございます。 

 そこの分につきましては、１１月４日に完成検査いたしまして、面積が確定なさ

れました。その結果、最初は１筆だったところを、今、４つの区分で分けてござい

ます。その旧県道から、まず北側のほうが１万１千２９９ｍ２となっております。 

 また、今現在、道路部分、ここが７９７ｍ２、そして払下げが出てきていた原野

につきましては７千６０９ｍ２、この７千６０９ｍ２の中に、また天城町名義の

１５１１の２という地番がございましたので、そこの面積が５１５ｍ２となりまし

た。 

 結果として、その当該払下げ対象の土地だったところの面積が８千１２４ｍ２と

いうことで、今、測量は終わったところでございます。 

 今後、これをその今言った筆、その１４９４の３９の中にある部分については、

１つにまとめる可能性もありますが、今、これを３筆に分けていくという作業をこ

れから法務局のほうと進めていくということでございます。 

 前回の９月議会で、ここに隣接する町有地についても行っていきますという方向

で答弁したところでございますが、その隣接する１５０３の１につきましては、こ

れについては、その後調べていくと、このエリア、不要存置のエリアでございまし

て、その中に８筆ほど地番が分かれております。 

 そういう中で、まずは、これは民間の方も購入されていますので、そういったと

ころも調べていきながら、この１５０３の１については測量をかけていく必要はあ

るかと思っております。 

 しかしながら、その中の方々とのその面積の確定だったり、そういったものにも、

かなりまだ時間を要するものと考えております。 

 前回は、隣接するからということで、その１５０３もやる必要があるんじゃない

かという話でございました。今、こちらのほうとしては、そこに里道で挟んで分断

されているということも前回議会で申し上げましたが、そういったことで、その

１５０３についても、測量は今後していかなきゃいけないかとは思っております。 

 今回は、その１４９４の３９、この土地について、まずは分筆作業を進めていき

たいというふうに考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 前回と全く話が違うと思うんですが、大丈夫ですか。結局、里道も町道ですよね。

そして、そこは測量困難かもしれませんよ。 
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 ですけど、私が言ったのは全体ですね。旧県道、そこの道路でしっかり分かるわ

けですから、そこの一帯の全面積を測って、そこに町有地が境界はっきりします、

そうしなきゃいけないわけですよ。 

 地籍確定が終わった後にいろんな、先に進めるわけですよね。その民有地と言わ

れましたけど、仮にその民有地は人手に渡っていますね。仮に、そこの町有地の中

にその民有地が入り込んでいると、そういう可能性だってあるわけですよ。 

 そういったところを今、町は町有地を守るわけですよね。町長には町民の生命と

財産を守るという、そういう大きな大項目を、そういったあれを持っていますよ。 

 その中で、町有地は町民の財産ですよ。そこをそんな簡単に、私は物事を考えて

はいけないんじゃないかということで、前回そういったことも質問をして、それに

対してしっかりしますと、休憩も挟んで、全体しっかりしますという答弁だったの

に、今の答弁では全く違う答えが返っているんですけど、その辺の。大丈夫でしょ

うか。しっかり。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 何かちょっと説明が非常に難しくて、字図と現況図がちょっと位置がずれている

とか、そういった話もありまして、非常に字図等を見ても、なかなか特定がし難い

部分もございます。先ほど町有地の１５０３の１、ここに今、現況図でいえば、既

に売買されている民有地の方の土地も入り込んでいるところでございます。 

 ですので、何といいましょうか、一応非常にちょっと１回、ちょっとまだ一緒の、

個別にできれば協議、こう図面とか見ながら協議できればよろしいのかなと思って

いるんですが、ちょっと説明不足で申し訳ございません。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 私と協議しても、何もなりませんからね。あなたも知らないし、私も知らないし、

そこははっきり、本当に昔、その地権者だって、世代が替わっていて、分からない

人いっぱいいるわけですよ。 

 ですから、いろんな方向、可能かどうか分かりませんけど、ずっと衛星写真とか、

そんなのもひっくるめて、航空写真とか、そっから引っ張ってきて、そこに航空測

量とか、それをひっくるめてやる方法で、幾らでもあるかもしれません。その可能

性を求めたら、やる気があればですね。（発言する者多し）ああ、分かりました。

まあこの件は、また全協でしっかりと説明してください。議長に申入れをしておき

ます。 

 そして、この１回目の答弁で、地域計画の変更等の手続がなされていると言われ

たんですけど、農業委員会ですかね、これ。今、この土地に関して何か動きありま
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すか。このちょっと等、などと書いてあるので気になるんですけど、その地域計画

の変更とその等の意味を。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 先ほど奥議員の答弁でも申し上げましたが、農地転用の際に、まず地域計画の変

更を行います。その後に農振除外の手続を行った後に農地転用となりますので、今、

農振除外の手続を行っているところでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 先ほどの話に戻しますが、しっかりした、前回、３回の答弁で言われた全測量か

けて、時間、費用が幾らかかってもやりますという中において、その農振地除外が

できるんでしょうか、確定も全体的していないのに。そこをやるほうが私はおかし

いと思いますよ。どうですか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在行っているのは、今、民有地で、確定しているところのみです。町有地の農

振除外の申請は、まだ行っていないところでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 課長、違うんですよ。全体をやって、民有地が入り込んでいる可能性があると、

総務課長も今答弁しましたよ。町は、町有地を守る責任があるわけですよ。町民の

財産ですよ。そこに民有地が入り込んでいる可能性があれば、全体測量して、全て

確定してから、農振除外は幾ら民有地になっていてもできないわけですよ。 

 これはちょっとおかしいと思うのが、結局この話をずっと取り上げて、１回取り

上げて、いろんな問題がある中で、そういった中でこれが、今の民有地がまた売買

されて、そこに売り渡っているわけですよ。それは、町の責任でもあるわけですよ。

そのままにしていた、簡単に言えば、知らないふりして、それを進めてしまってか

ら、その周りは全部民有地のものだと、そこに町有地が真ん中に残ったから、これ

は払い下げるべきだと、そういう理論になるわけですよ。それはもってのほかだと

私は思いますよ。町の町有地を守る、財産を守る町側としては全くなっていないと

思います。どうでしょうか。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。 

休憩 午後 ２時２７分 

─────────── 

再開 午後 ２時３８分 
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○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 福総務課長。 

○福 健吉郎総務課長   

 お時間を取らせました。すみませんでした。今回のこの瀬滝地区のリゾート計画

の当該用地につきまして、先ほど来、１つのエリアについては、測量は完了いたし

ました。 

 しかしながら、もう一つ、その民有地と面している部分がございます。もう一ヶ

所についても、今後しっかりと測量をして、しっかりと地籍を明確にさせていきた

いというふうに考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 それでは、農振除外もその後ということで理解しておきますね。 

 私、ちょっと話が、ここも含めての最終の本論は、国防なんですね。国防のため

に、この土地は大事な土地だということを言うためのここまでの経緯なんですけど

も、結局、この土地は、そういった可能性がある土地、防衛施設としては、一番最

適地な場所だと私は思っていますし、そういった場所に、そこ一帯が全部、一般の

人が入れない土地になる可能性があります。前回言いました。その可能性を含めて

いるし、先ほど言いました、９月から１０月にかけて中国の海洋調査船が奄美沖と

徳之島沖、そして９月、先月の１２月５日から７日まで、空母と駆逐艦３隻、計

４隻が沖縄本島と南大東島との間を航行して、喜界島の東約１９０kmの海域を東に

進んでいることを確認したと、これ統合幕僚監部報道発表資料、この中にこういう

こと書かれています。 

 それを皆さんご存じだと思うんですけど、町長もさっき聞いたんですかね。そう

いった観点からも、この場所は、今こういった別の議論に行きがちですけど、そう

いった観点から、国防、そういった観点から、この土地はどういうふうに考えるで

しょうか。 

 それでもなお、そのリゾート開発、いろんな地域活性化、そういう考えであるの

か、そこをはっきりと町長のほうから答弁してもらいたいです。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 国防ということ、それからまた天城町、私たち天城町自衛隊誘致協議会の活動の

中で、徳之島、天城町に自衛隊を誘致していくということは、全くこれまでの考え

方と異論はございません。 

 そういう中で、私たち、リゾート開発、リゾートということと自衛隊誘致という
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ことは、両立するものだと私は思っております。今、柏木議員があの地点を自衛隊

国防の中では絶対必要な地域であるということでありますけれども、あのような地

形というものは天城町の中にも、その高釣台から向こう、南部地区にかけても、そ

のような地形というものは有しております。 

 そういう中で、リゾート開発、そしてまた自衛隊誘致、両方をしっかりと両立す

る、そういった観点から、私たちはこれから仕事を進めていきたいというふうに、

私は考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 私は、リゾートとそういった施設と防衛のそれは、今のあの場所では全く違う考

えです。 

 そして、水道の問題取り上げましたけども、課長から説明ありました。その前の

地主さんのほうに、次購入される方がそこに水道を引いてほしいと、そういったこ

とで引いていますね。 

 これは、皆さんすぐ分かるじゃないですか。その土地価格を上げるためですよ。

その評価額をね。単純に考えて、そういうふうに考えるのが当然であって、そして

そこの、今、私、３回、前回の定例会でも言いましたけども、企業誘致はある一部

の方がそうやって利益を得たり、そういったのは企業誘致じゃないんですよ。リ

ゾートホテルは分かりますよ。いろんな人が絡んできて、それは地上げやったりす

るでしょうよ。 

 だから、そこを履き違えて、この問題をやっている人もかなりいると思います。

ぜひそこは理解してほしい。 

 そして、議会で、副町長、気をつけてくださいね。払下げ委員会で、そういった

情報を前もって言って、そうじゃないと言いましたけど、そういったことをまた議

会で取り上げて質問して、それを聞いた町民が、あっ、これはいいことなんだと勘

違いする人もいるわけですよ。 

 それは、あなた方、もうちょっと責任感を持ってやってもらいたい。そして、危

機管理のなさ。私から言わせれば、危機感、全くないです。この状況において、本

当にがっかりしますね。この土地問題からここにいく国防なんですけど、そういっ

た観点から私はこの質問をしました。 

 そして、やはりもっと、議会で質問したら、私は自分の下手くそな質問をして、

この会議録を読みながら、ああ、自分の言葉おかしいなと思いながら、恥ずかしな

がらこれを読みますよ。 

 そして、こういったこと起きています、あっ、ここおかしかったんだなと、また

それを掘り起こして、次の議会で確認する、そういうこともしています。執行部の
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側も、そういった質問が出たら、しっかりと会議録を読んで、自分の答弁に責任を

持って今後やってもらいたい。 

 そして、この土地は、先ほど言いましたけど、町民の財産ですよ、町有地という

のは。この町有地こそ、そういった町民側から住民監査請求ですとか、訴訟問題に

なり得る可能性もあるわけですよ。 

 そういった観点からも、しっかりと管理してほしい。そういうことを最後に申し

添えて、私の一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、柏木辰二議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号９番、久田高志議員の一般質問を許します。 

○９番（久田 高志議員）   

 こんにちは。本日より大型製糖工場へのサトウキビ搬入も開始され、島内全体が

活気あふれる繁忙期が訪れました。全ての皆様が安全に、事故等がないよう祈念申

し上げ、先般の通告に従い質問を行います。 

 まず、１項目め、行政サービスについて。 

 離島割引カード（準住民）の発行件数はどのようになっているか、また周知はど

のようになされているか。 

 ２項目め、行政運営について。 

 物価高騰対策についてどのような対策を考えているか。 

 その２点目、本町における起債残高及び基金残高はどのようになっているか、ま

た今後の起債計画はどのようになっているか。 

 ３項目め、建設行政について。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館建設工事の進捗状況及び完成後の運用計画はどのよ

うになっているのか。 

 ４項目め、政治姿勢について。 

 防災センター未竣工に係る住民訴訟の控訴審はどのようになっているか。 

 以上、４項目５点について質問いたします。執行部の明確で責任ある答弁を求め、

１回目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、久田議員のご質問にお答えいたします。 

 １項目め、行政サービスについて、その１、離島割引カード（準住民）に対して

でございますけども、その発行件数はどのようになっているか、また周知はどのよ
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うになされているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 離島割引カード（準住民）の令和７年度の発行件数は、１１月３０日現在で学生

用が１７件、介護帰省者用が１６件となっております。 

 周知方法につきましては、町ホームページや天城町くらしの便利帳への掲載、ま

たＡＹＴの文字放送を活用して、その周知を行っているところでございます。 

 ２項目め、行政運営について、その１、物価高騰対策についてどのような対策を

考えているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 １１月２１日に閣議決定されました強い経済を実現する総合経済対策におきまし

て、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の拡充が明記されました。今国会で

国の補正予算案について審議がなされておりますが、まだ市町村への交付限度額に

ついては示されていないところでございます。 

 本町では、国の補正予算成立を見据え、物価高騰対策に資する取組について、事

前に各課へその事業の検討を指示したところでございます。交付限度額が分かり次

第、予算化し、町民、もしくは事業者の負担軽減を支援できるよう取り組んでまい

りたいと考えております。 

 行政運営について、その２点目、本町における起債残高及び基金残高はどのよう

になっているか、また今後の起債計画はどのようになっているかということでござ

います。 

 お答えいたします。 

 本町の一般会計の起債残高は令和６年度末時点で７０億６千４４１万２千円、基

金残高は３２億５千１１万円となっており、そのうち一般会計に属する基金残高は

２６億８千２８３万８千円となっております。 

 今後の起債計画についてということでございますが、今年度改訂予定の天城辺地

に係る総合整備計画、また天城町過疎地域持続的発展計画などに基づいた主要事業

等について、地方公共団体の財政の健全化に資することを目的とした基準でありま

す実質公債費比率や将来負担比率に注視しながら、積み立てられた特定目的基金を

活用しつつ、適正な範囲での起債、また事業を行ってまいりたいと考えております。 

 ３点目、建設行政について、その１、あまぎ自然と伝統文化体験館建設工事の進

捗状況及び完成後の運用計画はどのようになっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館建設工事の進捗状況につきましては、建築工事・電

気設備工事・機械設備工事・外構工事の２つの工区を現在発注しており、今年度内
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に完成する予定でございます。 

 完成後の運用計画につきましては、農産物直売所は、空の駅あまぎに運営を委託

するということにしております。 

 施設本体並びに体験コーナーにつきましては、商工水産観光課を所管として、こ

れから設置条例、また運用規則の整備を進め、イベントスケジュールの調整など、

その施設管理に向けた準備を進めているところでございます。 

 隣接する総合運動公園や山猪工房、うおっちょと一体的に利用できる施設運営を

目指して準備を進めてまいります。 

 ４項目め、政治姿勢について、その１、防災センター未竣工（虚偽報告）に係る

住民訴訟の控訴審はどのようになっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 天城町防災センター未竣功工事に関する住民訴訟に関しての第１回控訴審は、福

岡高等裁判所宮崎支部におきまして、１１月１９日に行われました。 

 次回は、令和８年の２月１３日に予定されているところでございます。 

 この件につきましては、これまでも申し上げてまいりましたが、真摯に対応して

いくという考えでございます。 

 以上、久田議員に対してのご質問にお答えいたしました。 

○９番（久田 高志議員）   

 それでは、１回目の答弁をいただいて、順次質問のほうを続けていきたいと思っ

ております。議長にちょっと１つだけ、差し支えなければなんですが、町長、ちょ

っと腰が痛いようですので、もし答弁が必要なときには着座のままでも全然問題な

いと思いますので、その辺はよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、まず１項目めの１点目、離島割引カードの発行件数、これはちょっと

周知の意味も含めながら、あえてこの質問をさせていただこうかなと思っておりま

す。 

 学生用１７件、介護帰省者用１６件ということで、ちょっと予想より少ないよう

な気がいたします。 

 まず、この離島割引カードの準住民と言われる該当される方々がどういった方々

なのか、ご答弁いただきたいと思います。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 準住民によります離島割引カードなんですけれども、これには、先ほど町長のほ

うから答弁がございました学生と介護帰省者の２種類がございます。 

 学生につきましては、奄美群島外の学校等に在学し、奄美群島内の住民に扶養さ
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れている学生が対象となっております。 

 また、介護帰省者につきましては、本町に在住する要介護、要支援認定等を受け

ている住民を介護するために、天城町に年３回以上来訪する家族、二親等以内なん

ですけれども、が対象というふうになっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 それではまず、この準住民と呼ばれる方々、郡島外の学校に進学をして、島内に

いる親御さんの中の扶養に入っている方々ということでありますけれども、この郡

島外に就学されている、扶養されている学生さんの総数は大体どのぐらいいらっし

ゃるんでしょうか。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 総数については、私どもの課では今のところ把握しておりません。 

○９番（久田 高志議員）   

 そういったところもちょっと気になるところでございます。ある程度は、その総

数、分母となる部分が把握されていないと、どのような発行状況になっているかで

すね。 

 そういった扶養されている学生の方々が、この情報を知らないことはないと思う

んですが、離島割引カードを発行していないとするならば、どういった理由がある

のかなと、気になるところでございました。もし、後でも結構なので、分かる範囲

で、そういった扶養されている学生さんが、全員に発行されているのか。発行され

ていなければ、その理由等をしっかりと調査していただきたいと思っております。 

 この準住民の学生に関しては、先ほど言われたように、ホームページやらＡＹＴ、

町の広報誌等々で情報の把握ができると思っています。 

 ところが、今後といいますか、介護帰省用のこれですね。令和６年、昨年の４月

から運用されている制度のようでございますが、つい最近聞きました。確認したら、

町のホームページでも掲載をされておりましたが、徳之島町の方がそういう制度が

あるよというお話を聞きましたので、我が町にもあるのかなと思ったら、この離島

割、準住民の扱いで、群島内全ての市町村にこういう制度があるということが分か

りました。 

 今、髙課長が答弁されたように、二親等と言われる方々、もちろん島外にいらっ

しゃるわけですよね。島外からこの情報を、よっぽどじゃないと、そのホームペー

ジからは入ってこないんじゃないのかなということで、この利用状況としては、要

支援から要介護を施設でなく、自宅でそういった介護サービスを受けている方々の

二親等以内の親族が年３回以上、鹿児島本土から徳之島までの間の３回以上帰省す
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れば離島割引カードが発行されますよという制度なんですが、これまたそういった

方々の数、要支援１、２から要介護までで何名で、そのうちの何名かは施設入所者

がいらっしゃると思うんです。自宅で、そういった介護サービスを受けている方々

の数とかは把握されているでしょうか。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 介護保険の担当のほうから、ちょっと資料をいただきました。１０月１日現在で、

在宅で認定を受けている方が１４１名となっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 １４１名、これも質問してから確認されたと思うんですが、もっと早い段階で、

先ほどの学生の数にしてもそうなんですが、やはりそういった状況把握をしないと、

ただ、離島割引カードを発行しました。準住民に対応しています。 

 でも、じゃあ今、このサービスを受けている方々が１４１名いらっしゃる中で、

じゃあこの二親等に該当する島外にいらっしゃる方々が果たして何名いらっしゃる

かなんですよ、今度は。 

 そこに対して何らかの周知をしてあげれないのかなという、こういった制度があ

りますよということができないのかなという思いなんですが、これは正直、各課ま

たいで横の連携を取っていかないと、まずその情報がお互い共有されていないわけ

なんですよ。 

 よっぽどじゃないと、その介護に来ている方々は、かなり高齢になっています。

じゃあ、ご子息さんと言われる方々も、それなりの年齢になっているような気もし

ます。 

 そういったところで、何か周知の方法、もう少し丁寧な方法がないのかなという

思いでございますが、いかがでしょうか。 

○中村 慶太けんこう増進課長   

 お答えいたします。 

 今、介護離島割引の介護用ということで、うちのほうでやってるのは、周知広報

できるのは、介護事業所にケアマネジャーとか、いろいろいらっしゃいますので、

その方につないで、その該当者が３回以上帰ってくる場合だと、こういった帰省パ

スがありますよとか、そういった説明をしていきたいと考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 要は、そこも連携取れるんじゃないでしょうかね。くらしと税務課とけんこう増

進課でその対象者の、要はご親族、お孫さんぐらいまでですかね。二親等は、ある

程度把握できると思うんですよ。 
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 要は、帰りたくても帰ってこれなくて、たまたま帰ってきたら案内をしていただ

けるんじゃなくて、高額な運賃ですので、やはり少しでも帰りやすい環境を整えて

あげると、ちょっとこの発想もおかしいかも分かりませんが、恐らく手ぶらでは帰

ってこないんですよ。 

 やっぱり帰ってきたら、この島の経済にも少しは波及してくるような、そういっ

た制度にも併せてなっていただきたいという思いも込めてなんで、何とかその横の

連携を取って、その人数把握をされて、できればこういう制度ありますよという文

書案内ぐらいを、把握されている方々でも結構ですよ。そういったところにご案内

できないのかなという思いですが、いかがでしょうか。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 先ほど来、ご意見ございますとおり、今まではくらしと税務課のほうで、ホーム

ページであったり、町内、島内をメインとした広報を行っておりました。課内だけ

での広報となっておりまして、横の連携が取れていない状況でございました。 

 これからは、教育委員会、またけんこう増進課と連携いたしまして、介護につき

ましてはヘルパー事業所等も含めて、何かしらチラシを配布するなり、検討してい

ければというふうに考えております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。３時１５分より再開します。 

休憩 午後 ３時０５分 

─────────── 

再開 午後 ３時１５分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 森田町長。 

○森田 弘光町長   

 久田議員から冒頭の質問の中で、地域住民の方々に周知の目的があるということ

で今回の質問をしているということでありました。 

 実は、今、奄振事業でこれは事業を展開して、割引は、国と県と地元の町でその

割引をやってますけれども、実はこれは鹿児島への準住民ということであります。

そのために、私たち、じゃあ沖縄に行っている学生さんもいるんだけど、それ国の

助成、できないもんだろうかということで、これまでずっとお願いしてきましたが、

なかなかそれが実らないということで、令和７年度の４月から、これはまた議会に

相談しまして、沖縄に進学、何というんですかね、専門学校をはじめ大学のほうに、
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高校生まではいないと思うんですけども、それで徳之島高校と樟南第二高等学校に

相談しましたら、１８名ぐらい行っているんじゃないかということでした。その方

たち、全員までじゃなくて、３分の１ぐらいは帰ってくるでしょうということで、

６名分、町の単独として予算を組ませていただきました。 

 そして、夏休みにはそれを使う子供がいる、学生さんがいるかなと思ったら、問

合せがあったんですけども、その利用には至っておりません。間もなく冬休みに入

りますので、ぜひ私たちとすれば、親御さんの経済的な負担軽減という観点からも、

沖縄に行っている学生さんにもそういったものを、今、町の単独事業として展開し

ておりますので、ぜひ活用していただきたいと思っています。 

 こういった活動が実って、令和８年度、国土交通省は、今度の令和８年度の予算

にそれを組み入れて今やっていこうという動きになっているようですので、ぜひま

た沖縄に通っている親御さんもそういった情報をつかんでいただけたらなと思いま

す。 

○９番（久田 高志議員）   

 すばらしいことだと思っております。ぜひこの介護帰省の方々もしっかりと対応

できるような方向であっていただきたいと思います。 

 それと併せて、この申請方法なんですが、例えば、もう把握されてたら写真だけ

送ってくれたらどうにかなるよぐらいは、対応できないものなんですかね。何かい

ろんな書類を整えてってなると、一度来ないとできなかったり、親御さんが代わり

にして大丈夫なのか、そういったところもあろうかと思うんですが、もうちょっと

簡素化できないのかなという思いですが、いかがでしょうか。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 手続に必要な書類等につきましては、学生であれば在学証明書３ヶ月以内という

ところは必ず必須となっております。ただ、代理申請も可能となっておりますし、

郵送の申請も受付可能となっておりますので、そこで対応していただければという

ふうに考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 よく分かりました。そういったことも含めて、丁寧な周知を進めていただきたい

と思います。 

 あともう一つ、これは広域事務組合で郡内のする話かどうか分かりませんけれど

も、今のこの３回以上というその縛りもですが、例えば１人の要介護者に対して

３名の家族がそれぞれの地域にお住まいになられてて、その方が１回ずつ来れば合

計３回だよとか、そういった方向にも持っていけないものなのかなという思いがご
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ざいますので、その辺はまたそういった広域の会合なりあるときに提案していただ

きたいと、併せて要請をしておきます。 

 それでは、次の２項目め、物価高騰対策、これは先ほど１回目、町長の答弁でも

ございましたように、１１月２１日に国のほうで閣議決定されて、重点支援地方交

付金ですかね、まだ金額は決まっていないということなんですが、事前にその推進

事業のメニューなるものが恐らく届いてきていると思うんですが、大体どういった

メニューがそろっていて、どういった方向性で進んでいこうと思っているのか、そ

の辺を少しお尋ねしたいと思います。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 重点支援地方交付金のメニューについてであります。 

 国のほうでは推奨事業メニューといたしまして、生活者支援と、あと事業者支援

という２つに分かれております。 

 生活者支援につきましては、食料品の物価高騰に対する特別加算、あと価格高騰

に伴う低所得者世帯、高齢者世帯の支援、あと物価高騰に伴う子育て世帯への支援、

消費下支え等を通じた生活者支援、あとは省エネ家電等への買換え促進による生活

者支援。 

 あと事業者支援につきましては、中小企業・小規模事業者への賃上げ環境整備、

あとは医療・介護・保健施設、学校施設、公衆浴場等に対する物価高騰対策支援、

それと農林水産業における物価高騰対策支援、中小企業等に対するエネルギー価格

高騰対策支援、それと地域公共交通・物流や、地域観光事業等に対する支援という

ことで、今こういった内容で届いているところであります。 

 金額のほうはまだ、先ほど町長の答弁の話でもありましたとおり、示されてはお

りませんが、各課のほうに１１月２８日の課長会のほうで、何とかすぐ、金額が分

かればすぐその計画を出せるように準備を進めていただきたいということでお話は

したところです。 

 その中で、今、企画課のほうに課のほうから連絡があったのが、商工水産課と総

務課のほうからはお話を伺っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 多くの事業が推奨されているようでございます。中小企業においては、賃上げと

か価格転嫁できるような、そういった支援ということなんですけれども、この生活

者支援に関しては、例えば食料品等に特化すると、まだ加算があるようでございま

す。総額的な金額はまだ確定はしてないと思うんですけれども、大体たしか１世帯

当たり非課税世帯で３万円ぐらいの、何かそういった積算根拠があったような気が
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いたします。 

 これですね、どういった方向で活用するかも急いでいかないと、多分、内閣府の

ほうからは、何とかこの年内でこの事業を遂行できるよう頑張ってほしいという通

達も来てると思うんですが、全国各地、最近ニュースでも増えてきますけれども、

お米券とかで不評が出てきているようでございます。 

 我が町はどのような活用方法をお考えているのかなという思いでございますが、

いかがでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 先ほど企画課長からもありましたが、お米券の件について、アンケートと申しま

すか、やるかどうかというのが来ました。農政課といたしましては、お米券は使用

しないというふうに回答しております。（「しないじゃなくて、何をしようと思っ

ているのか」と呼ぶ者多し） 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 お米券につきましては、先週だったと思いますが、農政課の担当と企画財政の担

当がウェブ会議か何か説明を受けたりして、その中では、お米券に特化したのはち

ょっと考えづらいよねという結果になっているようです。 

 その中で、今、先ほど商工水産観光課という話をしたんですけども、商品券、プ

レミアム商品券を、自由に選べる、食品も、お米も当然買えますし、それ以外のも

買えるということで、商工水産観光課ではそういったものを考えているようでござ

います。 

○９番（久田 高志議員）   

 恐らく商品券だろうなという思いがございました。 

 ただ、この商品券の内訳もですよ、食料品と、要は一般の生活必需品なり何なり

に活用できるタイプを分けていったほうが、食料品はまた交付金の加算があるわけ

なんですよ。要はオールマイティーな商品券にすると、恐らくその加算分は頂けな

いような気がしますので、何かその辺も工夫しながら、昨日、松山議員からもあり

ました、やっぱり小規模店舗、全体を満遍なく何か行き届くような、そういった商

品券であってほしいかなという思いもございます。 

 また、地域女性連の方々やら、もう少し情報を取って、一番やっぱり買物に行く

方々の一番身近に感じるようなものを整えてあげれるような施策に取り組んでいっ

ていただきたいと。 

 また、事業者に関しては、結局、物価高の要はこのインフレをどうしても適正に
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持っていくためには、要は所得の向上、給与を上げていかないといけないというの

がもう必須でございますので、そういったところもしっかりと支援できるような、

この交付金の活用の仕方であってほしいと思いますが、いかがでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 今、重点支援交付金を活用しての我々観光課としての取組、まだ予定ではあるん

ですけれども、企画財政課長からもありましたように、我々、クーポン券もしくは

商品券なるものをできないかなというふうに今計画を立てております。 

 先日の松山議員のご質問にもありましたとおり、小規模店舗へも配慮した部分と、

併せまして、どういった商品、品目が売れ行きはどうなのかとか、そういった分を

含めながら、総合的に考えながら我々はちょっとやっていきたいなというふうに考

えております。ありがとうございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、その頂ける交付金、取りこぼしのないように、しっかりと活用できる体制

を整えていただきたいと要請して、次の項目ですね、２項目めの２点目、起債残高

及び基金残高はどのようになっているかと、今後の起債計画ということなんですが、

これ町長の答弁と私が資料で頂いた金額に差異があるんですが、令和６年度起債総

額は１００億１千９８万３千円という数字が資料請求の中で頂いているんですが、

どちらが正しいんでしょうかね。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 資料請求の起債発行額ですよね、令和６年度１０億になって……。よろしいでし

ょうか。（「はい」と呼ぶ者多し） 

○９番（久田 高志議員）   

 私が勘違いしておりました。要は起債総額が頂きたかったんですが、その年度ご

との起債額というふうに資料がなっておりました。 

 起債総額で７０億６千万ですね。今後３年間で給食センターの建設でも１５億ぐ

らいですかね、全額起債という状況になってきておりますが、この起債総額ですよ、

総額もなんですが、この起債に対しての過疎・辺地の起債額から除外されるほかの

起債というものは、令和６年度で言えば２億８千万ぐらい。これは通常の町債とい

う認識でよろしいんでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 起債の種類たくさんあります。過疎債、あと返地債以外でも、公営住宅建設事業
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債であったり、あとは災害復旧事業債、また教育・福祉施設等整備事業債など、数

多く、起債の種類としては、借り入れている種類としてはあります。 

○９番（久田 高志議員）   

 今後ですね、今後、単純に、令和７年度も今積算に大体入っている頃だと思って、

令和８年度分ですね、大体どのぐらいを想定しているのか、そして令和７年度、今

年度ですね、どのぐらいの起債が起こされているのか、ちょっと気になりましたの

で、お尋ねしたいと思います。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 資料請求にもありましたように、令和６年度は１０億１千万余りということであ

りますが、令和７年度、今、見込みの額としましては、財務のほうで見込んでいる

額としましては、１０億を超えるものと思っております。 

 多分、令和７年度がピークになるんじゃないかなと思っております。で、その後、

先ほどお話がありましたとおり、給食センターとかもありますので、ピーク、給食

センターが終わった頃から少しずつ下がっていくのかなとは思っております。 

 適正な範囲ということでありますが、今、私どもが考えているのは７億から８億

ぐらいまでは落としていきたいと。 

 ですが、答弁でもありました、今、過疎債、返地債計画を各課のほうにお願いし

ているところでありますが、大きなものとしては給食センターであったり、保育所

の整備、あと公共住宅、それと何年か後にはクリーンセンターも控えておりますの

で、少し２年後ぐらいからは下げることができるのかなとは思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 その辺が将来展望、必要ないろんな施設もあろうかと思うんですが、今年度、国

勢調査、国調が実施されております。来年の５月ぐらいには速報値も出てくると思

うんですが、ちょっと走り過ぎてるんじゃないのかなという何か危機感をちょっと

感じているところでございます。 

 必要なものは必要で、していかないといけないと思うんですが、やはり国調の結

果次第では、今後の交付金の減額も見込まれるような気がしております。 

 本町の財政力指数、今、０．１５ですかね、これはもう徐々に下がっていくよう

な気がしてならないわけですよ。今現在で本町でいうと、県内、下から数えて７番

目、８番目ぐらいだったような気がします。大体同等の市町村でいえば、知名町と

天城町、その下ぐらいに与論町が入ってたぐらいのような、あとは十島村、三島村

とか、そういった本当に小規模な自治体だと思っております。 

 しっかりと、将来にあんまり負担にならないような事業運営をしていただきたい
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という思いでございます。いかがでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 議員のおっしゃるとおり、財政力指数につきましては、平成代から０．１４とか

０．１５を行ったり来たりしているような感じでありますが、財政のほうとしまし

て一番気にしているのが、やはり実質公債費比率、あと将来負担率であります。 

 これについても、今ここ、何年ですかね、令和４年から少しずつ上がってきて、

今７．３％という、令和６年度は７．３％ということになっております。これもも

うちょっと、これから、先ほども少しお話ししましたが、もうちょっと上がってい

くと見込んでおります。 

 ですので、その３年後ぐらいからは起債発行額が償還元金を超えないような範囲、

先ほど申しましたが、７億から８億ぐらいの間で推移できればなと今考えていると

ころでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひそういうことで、もちろん実質公債費比率、非常に気になるところでござい

ます。また、将来負担比率ですね、かなり金額が伸びていきそうな気がしますので、

慎重なやはり運営も心がけていただくよう、この点に関しては要請をしたいと思い

ます。 

 それと、あとまた一方では、基金ですね、基金残高、これはまた堅調に推移をし

ているようでございます。この基金の内容について、これ、２億５千万ぐらいはこ

の流れの中で寄附金を頂いた経緯がございますので、実質、自助努力で頑張ってき

た額というのが、大体３０億ぐらいまで積み上げてきているのかなというところで

ございます。 

 これで一般財調と目的財調、幾つかあるんですが、廃棄物処理施設整備基金は、

先ほどありましたクリーンセンターの積み上げていく基金だと思います。 

 あと、この２つなんですよ。公共施設整備基金と天城町学校施設整備基金、これ

の実際の利用額、利用額というか、実際に活用している方向性と、この当初の目的

と、どういったふうになっているんでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 財政調整基金という、一番、私たちの一般財源、何でも使えるという、目的基金

じゃないものがありまして、これが令和６年度末８億９００万、８億円ぐらいある

んですよね。これについて、実はここに今議員がおっしゃっている公共施設整備基

金というのと、あと学校施設整備基金というのがあるんですけど、実はこれをつく

った当時にですね、当時の国、特に財務省のほうから、国は財政が厳しいのに地方
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は貯金がいっぱいあるんじゃないかと、これが財政調整基金なんですね。そしたら、

いやいや、地方は、万が一災害とかいろんな大きな災害が起きたときに、それを手

当てするのはこの財政調整基金だから、これは持っておかないと、いろんな災害と

かそういった緊急事態のときには必要ですよということで、地方は国のほうに押し

返しておりました。 

 そこで、何がやり取りされたかというと、この財政調整基金を多く持っていると

ころには地方交付税を減額しようという動きが出まして、ある意味、それの逃げ道

として、私たちは議会に相談をして公共施設整備基金というのをつくった。これま

ではもう財調に積み立てておって、そこからいろんな事業に繰り出しておけばよか

ったわけですね。そういう時代がありまして、そのときにこの公共施設整備基金と

いうのをつくって、ここに移して、いやいや、そんなにたくさんない、財調はそん

なにたくさんないですよって国に見せようとしたという、少しこそくっちゃおかし

いんですけど、そういった手管を使ってこの公共施設整備基金をつくりました。 

 ですから、ここに今６億７千万ぐらい、私たち公共施設整備基金を持ってますの

で、そこについては議会と相談しながら、財調を使う、また公共施設整備基金を使

う、また学校施設については今５億６千万ですか。幾らですか。（「５億６千

９００万」と呼ぶ者多し）５億６千９００万ぐらいありますので、いろんな施設整

備のときにはそれを使いたいということ、そういったことなどを含めて、この２つ

の基金はできているということであります。 

 あとは、これをじゃあどうやって今使っていきましょうかというのは、今、議員

からの質問のとおりですので、また森田課長のほうからお答えできればと思ってお

ります。 

○９番（久田 高志議員）   

 その当時の記憶も、提案した記憶もございます。要はそのとき、じゃあ真面目に

頑張っている自治体は損するのかという議論をした記憶もございますので、非常に

覚えております。 

 ただ、この基金の目的が上手にもうちょっとできないのかなと。公共施設、例え

ば学校施設、給食センターはどっちにも該当しないのかと、公共施設であり、学校

関連施設だという思いもあるわけですよ。そこを起債で走るのか、多少はそこに投

げ込んでいってもいいんじゃないのという思いがあって、この公共施設と学校施設

のすみ分けですよね。多分５億あったら、それこそ西阿木名とか与名間分校とか、

ご意見出てきますけど、その辺も何かうまくすれば着手できそうな気もするわけな

んです。 

 ただ、その目の前に今給食センターが走ってくるわけで、そういったところに少
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し引き当てていくと、将来負担比率とか、そういうのも下がってくるんじゃないの

かなという思いがあって、こういった質問をさせていただいているわけなんですが、

いかがでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 今、学校給食センターのお話が出ましたので、ご報告いたします。 

 さっきの第３回定例会で学校施設整備交付金がなかなか厳しいということで、起

債で自前で建設を行いたいということを報告いたしました。そこで、やはり交付金

なり、いろんな財源を捻出する努力をしなさいというご指摘も頂きました。 

 そこで、今月、３回目のトライになりますが、県のほうから通知がありまして、

学校施設整備交付金の申請をまさしくしたところでございます。これについては、

予定としましては年明け１月ごろが内定通知ということでありますので、年内に発

注を考えていたものについて若干先送りをしながら、これも２ヶ年整備計画を、議

会の皆様の同意を得て、３年に変更してありますので、現状としてはそのようなと

ころで、他の交付金や補助金に比べれば小さいんですけど、やはり学校施設整備交

付金を申請して、それも財源に使っていきたいということでありますので、ご報告

をいたします。 

○９番（久田 高志議員）   

 非常にうれしいニュースだと思います。そういったご提案をした、たまたまなん

でしょうけど、要は町単事業だから少し様子を見てもいいんじゃないか、補正の、

そういった場合は見ていいんじゃないかというご提案をさせていただいた記憶もご

ざいます。非常にすばらしい答えが出てきたのかなと思っております。少しでもそ

ういった交付金が活用できれば、少しは楽になってくると思います。 

 また、こういった基金も少しずつ活用しながら、上手に将来の負担比率を軽減し

ていくような努力をしていただきたいと要請して、もう一つの財政調整基金のほう

に行きたいと思います。 

 これは、町が努力をして一生懸命積み上げてきた基金だと思いますが、裏を返せ

ば、その年度年度で町民の皆さんが活用できていたお金でもあるわけです。ただ、

やはりこういった物価高で、やっぱり町民の皆さんが疲弊して困っているときに、

こういった国の交付金に合わせて、要は町単で例えば５千、１万すると、ちっちゃ

い額に見えるかも分かりませんけど、こういった交付金と合わせて支援を打ち出す

と、非常に大きな効果が出てくるような気がするんです。 

 ぜひ、中では、お金あるから何かもっと使っていいんじゃないかみたいなご意見

も聞こえるんですが、やはりこういったお金は、こういったときだからこそ町民に

少し還元をしてあげるのも一つの方策ではないかなという提案でございますが、い
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かがでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 基金のほう、せっかく、これためるばっかりでもいけませんので、やはり活用で

きるところでしっかりと活用していきたいと思います。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、効果というか、町民の皆さんがびっくりするような、天城町だけ、例えば

ほかの市町村は１万円の商品券だったのに、天城町は３万円ぐらい商品券あったよ

ぐらいの、そのぐらいのインパクトのある還元の仕方をしていただきたいと要請を

して、次の建設行政に移っていきたいと思っております。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館、今年度中には完成予定であるということで、恐ら

く全ての事業、発注が完了しているのかな、あと契約のみですかね、してると思う

んですが、最終総額、お幾らぐらいになったんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 最終です。１３億５千１９２万６千５１８円ということで、約１３億５千

２００万円になっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 １３億を超える予算を投じて体験館が完成しつつあります。それに合わせてなん

ですけれども、進捗状況としては今年度３月ぐらいに完成を予定しているというこ

とで、そろそろその運用計画、例えば人員を配置するとか、何名程度なのか、要は

予算の積算もしている頃だと思うんですが、大体、来年４月１日からですね、大体

どのぐらいの必要額が見込まれるのか、お尋ねしてみたいと思います。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館でございますが、まず運用計画でございますけれど

も、今、制作に入っているところです。あわせまして、その設置条例、設置管理条

例ですね、これにつきましては３月定例議会でしっかりお示ししていきたいという

ふうに今準備を進めております。その前には、皆様に事前に全員協議会なりでご意

見を賜りたいというような段取りで進めております。 

 年間の運営費というところになるんですが、参考になるかはちょっとあれなんで

すけども、隣町にあります同等の施設をベースに試算をしているところでございま

す。 

 今、スタート、年度スタートは職員を会計年度職員等を想定してはいるんですけ

ども、そういった部分を含めまして、歳出、これは多いかどうかはまだ何とも言え

ないんですけども、経費としては年間１千万ちょっとかかるんではないかというふ
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うに考えております。 

 それに見合った形で、要は歳入になるんですけども、闘牛大会の興行の大会の歳

入ですとか、コンサート、イベント、そして体験コーナー、ＶＲ大型シアター、町

の文化を語るマッピングですね、そういった部分の歳入等も今計算をしているとこ

ろです。 

 あわせまして、その施設の使用料については、本体、闘牛大会等になるとは思う

んですけども、イベント等になるとは思うんですけども、徳之島三町闘牛連合会が

ございます。来週、ちょっと役員会、理事会がございますので、その辺りでちょっ

と、私も出席するんですけども、こちらの試案を投げかけてみて、どういった反応

があるのか、ヒアリングを含めた上で、そういった部分をちょっと設定していきた

いなというふうに考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 今の、細かくは結構なんですけど、大体総額で１千万ぐらい予定していると。こ

れは人件費のみなんでしょうか。そこに水道光熱費、要はいわゆる浄化槽とか、そ

ういったランニングコスト、そういったものはどうなるんでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 大変失礼しました。今のご質問のところで、ランニングコストも含めております。

大方、会計年度さんの報酬と需用費、役務費、手数料、浄化槽等の委託料ですね、

こういったものを試算して、それの総計額で今したところです。 

 これが妥当かどうかというのは、私のほうでもまだ致しておりませんが、この辺

りで今何とか準備を進めていきたいなというところでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。課長のほうがいっぱい答弁いただきましたので、質問がしにくく

なってきたんですが、やはりその闘牛の使用料金、貸出し費用の大体設定とか、そ

れの運用回数ですね、年何回する、あとは例えばコンサートをするならば、その目

的ごとの使用料の設定があるのかなとか、午前中なのか、午後なのか、終日なのか、

夜間なのかでもやっぱり料金が変わってくると思うんです。 

 また、簡単にコンサートと言いますけれども、そのコンサートは町が主催でやる

予定なんでしょうか。どこかのイベンターが入ってきて興行としてやる予定なんで

しょうか。そういったところも気になるところなんです。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 まず、コンサートについては、両方あるものだと考えております。町が主催する
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イベント、民間が企画して行うイベントと、両方あると思ってますので、今、久田

議員がおっしゃったとおり、その辺りの料金設定、この辺りも今から。ここはなか

なか類した施設がないものですから、今ちょっと模索中ではあるんですけども、何

とか設定していきたいなというふうに、ある程度その単価設定はしていますけども、

どれが妥当なのかというので今考えているところでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 やはりちゃんと形をして４月１日からちゃんと運用できるような、これは町長の

選挙公約にもありました、議員の方々も十何名、名前を連ねてですね。やはり赤字

にならないような施設にするという公約を全戸に配布しておりますので、課長も大

変だと思いますが、しっかりとこのランニングコストぐらいはちゃんと生み出せる

ような施設運営につなげていただきたい。 

 もう一つ気になります。松山議員からも質問がありました、直売所、空の駅さん

ですか、その直売所の場所の使用料とか、そういったものは設定されているんでし

ょうか。無償なんでしょうか。そこに対するランニングコスト、水道光熱費等もか

かると思うんですが、どのように算定されているんでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 空の駅さんには、委託料といたしまして水熱光費と、あと人件費等を今考えてお

ります。 

○９番（久田 高志議員）   

 考えると言ってるのは、家賃設定とかがあるということなんですか。その水道光

熱が。 

○上岡 久人農政課長   

 初年度は家賃設定は行っておりません。（発言する者多し）水熱光費を委託料と

して支払う予定にしております。今、空の駅が水熱光費の平均を出してもらって、

それを超える分に関して、委託費として来年の当初予算に上げる予定にしておりま

す。 

○９番（久田 高志議員）   

 委託費を出して運営していただくという認識でよろしいでしょうか。それ大体幾

らぐらい算定しておりますか。 

○上岡 久人農政課長   

 来年度の当初予算で上げる予定ですが、水熱光費が、実際まだ行っておりません

ので、はっきりは出ておりませんが、約、水熱光費で１００万円を計上する予定で

おります。 
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 委託費が、人件費、消耗品費、通信運搬費、特産品ＰＲ等を含めまして、約

５００万円の予定となっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 はい、分かりました。これはちゃんと年度ごとのＰＯＳシステムも後で、予算計

上されているので導入すると思うので、売上げとか、そういったものは全て把握は

できるということですね、その仕入れとか、そういったものは。ちゃんとそういっ

たことを精査しながらですね。 

 これ、最初からこういう金額を設定して公募かけていましたか。委託運営費、こ

のぐらい出せますよ、で、参加される方いらっしゃいませんかという公募の仕方だ

ったんでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 運営費等については載せておりません。 

○９番（久田 高志議員）   

 いろいろ言うつもりはございませんが、やはりそういったところもちゃんと情報

公開しながら公募をかけていく必要性があったような気もいたします。 

 総額で闘牛場のほうで１千万ぐらい、直売所のほうで５００万ぐらい出ていくわ

けですので、やはりその１千５００万程度に見合った運営、しっかりと各課連携を

取りながらですね、できるような、これ以上赤字を垂れ流すような施設にならない

ように、しっかりと心がけていただきたいということを要請して、最後の政治姿勢

に入っていきたいと思います。 

 年の瀬で、本当にこういった質問も皆さん気に入らない方もいらっしゃると思い

ますので、あまり気に入らない方々はチャンネルを変えるなりしていただければ幸

いかと思っております。 

 町長ですね、これは私、９月質問もしたんですけれども、この９月１日時点で控

訴の取下書というものが出てきてるんですが。福岡高等裁判所宮崎支部に代理人弁

護士の先生の方から、令和７年９月１日に控訴取下書というものが。控訴人、天城

町長森田弘光となってますが。 

 休憩入れますか。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。 

休憩 午後 ４時００分 

─────────── 

再開 午後 ４時１６分 
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○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 祷副町長。 

○祷 清次郎副町長   

 天城町防災センター未竣工工事に関する控訴審の件でございますが、本町からの

控訴取下げ書についてお答えいたします。 

 同じ案件につきまして、当該工事を請け負った業者、この住民訴訟の中では補助

参加人となっております。その業者のほうから１日前に控訴がなされております。

天城町が控訴を行ったのが、したがって、その１日後ということでありまして、同

じ事案、案件での控訴でありますので、後のほうの天城町の側が取下げを行いまし

た。しかしながら、補助参加人が被告である天城町に代わって控訴をしたというも

のでありまして、天城町も変わらず控訴人という形で第１回目が行われたというも

のでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。私はてっきり、承知の上で、この９月１日時点で執行部側にこう

いった書類が届いているものだと認識をしておりました。届いていない以上は、こ

れがちゃんと届いていたら議会側にちゃんと説明してほしかったなという趣旨を込

めてだったんですが、届いていないものはもう仕方ありませんので、それはもうそ

ちらのほうで弁護士、代理の先生の方とあとは協議をしていただければいいのかな

と思います。であれば、８月１２日付で控訴理由書が提出されております。この控

訴理由書を熟読させていただきました。でも、これ、町長、年の瀬でありますし、

いろいろ言いたくもないんですが、どうしても理解できないんですよ、何のための

控訴なのかが。この理由書の。何のための控訴なんでしょうか、これ。 

○森田 弘光町長   

 ６月４日に、第一審の損害賠償等請求控訴事件について判決が出ました。それに

ついて、その加算金について、天城町から補助参加人といいますか、当時の担当ま

たは業者に対して、その加算金について支払うように請求しなさいという判決が出

たわけであります。その中で、第一審の中で、そのときは被告側になるんですけど、

町、また、補助参加人は１千８００万強について、協力金または寄附金という形で

町のほうに納めたと。それについて、第一審の中で認められなかった。一部、課長

会の中で納めたものについては一部認められたんですけど、大体ほぼ認められなか

ったということがございまして、それについて、この協力金または寄附金について

はその加算金の中で認めてほしいということで、今回の控訴に至ったわけでありま

す。また、先般の議会の中で、町が補助参加人に請求する、その中で町としてはメ
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リットがあるのではないかということなどもございましたけれども、町が被ったと

言われる加算金について、また、限度を超えてほぼ倍の額を町が収入として得ると

いうことについては、その理論には私たちは汲みしないということで、今回、控訴

に至ったということでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 非常に苦しい答弁だと思います。この控訴審で町側の主張が認められた場合、認

められた場合、誰が得をするんですか。 

○森田 弘光町長   

 今、久田議員から誰が得をする、誰が損をするかということでは、今、メリット、

デメリットという表現をさせていただきましたけれども、だから、その加算、損害

を被ったという、いわゆる加算、あれは加算金だっけ（「はい」と呼ぶ者多し）加

算金２千２００万強ですかね（「そうです」と呼ぶ者多し）について、それを超え

た額を言わば裁判の第一審のほうは、結果として、町のほうに請求しろということ

でありますので、そこについては認められないということであり、考えられないと

いうことでありますので、誰が得をする、損をするという論理は、議員はそのよう

にお話ししていますけど、町としては、損害額を超えたものについては請求はしま

せんということであります。 

○９番（久田 高志議員）   

 私の認識だと、この控訴審で町側の主張が認められた場合、補助参加人、いわゆ

る個人の森田町長が利するわけなんです。どこからどんな角度で見てもですよ。町

長ばっかりじゃないです。補助参加されている方々全員の利得があるわけなんです。

町の立場とすれば、本来であれば、補助参加人の方々が先ほどあったように控訴で

きるわけですので、補助参加人の方々が控訴して、町は静観していたほうがまだ立

場的によかったのじゃないかなという思いなんですが、いかがなんでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 基本的には、だから、損害額を超えた額を町が収入として得るということは、町

の言わば論理というか、そこには汲みすることができませんので、町としては、補

助参加人の方々が認め、事前に納めた寄附金もしくは等々として入れた１千

８００万円強については認めていただきたい。そして、その残額については町とし

ては請求していきますということで私は今考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 であれば、控訴審、高裁だろうが最高裁だろうが結構だと思います。この判決に

はちゃんと従うという認識でよろしいでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   
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 先ほど町長がご答弁いたしましたが、そのとおりでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 上級審最終まで行くのも結構だと思っております。そこで確定した判決に対して

はしっかりと従うということで再度確認させてください。よろしいですか。 

○祷 清次郎副町長   

 改めて申し上げます。そのとおりでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。もう一方の控訴理由書も拝見しているんですが、結構際どいライ

ンに来ているような気がいたします。その寄附金に関しての控訴審での発信はもう

全くなくなっているわけです。もう一切関係ありませんというスタンスですので、

しっかりと対応していただけるように、今後の裁判を見極めていきたいと思ってお

ります。 

 年の瀬、いろいろ申し上げました。本当にすばらしい答弁も頂きながら、最後、

こういったまた毎度のことですが苦言を申し上げているところでございます。少し

早い気もいたしますが、どうか皆さん、すばらしい新年をお迎えいただいて、よい

年をお迎えくださるよう祈念申し上げて、私の一般質問を終わりたいと思います。

お疲れさまでした。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、久田高志議員の一般質問を終わります。 

 追加日程を配付しますので、しばらく休憩いたします。 

休憩 午後 ４時２４分 

─────────── 

再開 午後 ４時２８分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 追加日程についてお諮りします。お手元に配付いたしましたとおり、追加日程第

１から追加日程第３までを追加したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、お手元の日程表のとおり、日程を追加することに

決定しました。 

 

     △ 追加日程第１ 天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別委員会

委員の辞任について   
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○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第１、柏木辰二議員の天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別

委員会委員の辞任を議題とします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、柏木辰二議員の退場を求めます。 

（柏木辰二議員退場） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 １２月１０日、柏木辰二議員から、お手元に配付しました辞任願の写しのとおり、

天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別委員会委員を辞任したいと申出が

あります。 

 お諮りします。申出のとおり辞任を許可することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立少数です。したがって、柏木辰二議員の天城町議会議員定数及び報酬等に関

する調査特別委員会の辞任は許可しないことに決定しました。 

 柏木辰二議員の入場を許可します。 

（柏木辰二議員入場） 

 

     △ 追加日程第２ 天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別委員会

委員の辞任について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第２、久田高志議員の天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別

委員会委員の辞任を議題とします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、久田高志議員の退場を求めます。 

（久田高志議員退場） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 １２月１０日、久田高志議員から、お手元に配付しました辞任願の写しのとおり、

天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別委員会委員を辞任したいとの申出

があります。 

 お諮りします。申出のとおり辞任を許可することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立少数です。したがって、久田高志議員の天城町議会議員定数及び報酬等に関
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する調査特別委員会委員の辞任は許可しないことに決定しました。 

 久田高志議員の入場を許可します。 

（久田高志議員入場） 

 

     △ 追加日程第３ 天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別委員会

委員の辞任について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第３、松山小百合議員の天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特

別委員会委員の辞任を議題とします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、松山小百合議員の退場を求めます。 

（松山小百合議員退場） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 １２月１０日、松山小百合議員から、お手元に配付しました辞任願の写しのとお

り、天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査特別委員会を辞任したいとの申出

があります。 

 お諮りします。申出のとおり辞任を許可することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立少数です。したがって、松山小百合議員の天城町議会議員定数及び報酬等に

関する調査特別委員会委員の辞任は許可しないことに決定しました。 

 松山小百合議員の入場を許可します。 

（松山小百合議員入場） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 明日は午前１０時から開会いたします。 

 本日はこれで散会します。お疲れさまでした。 

散会 午後 ４時３４分 


